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本
学
の
図
書
館
学
課
程
は

１
９
７
０
年
に
図
書
館
学
講
座

と
し
て
開
設
さ
れ
、
今
年
で
半

世
紀
を
迎
え
ま
し
た
。
戦
後
ま

も
な
い
１
９
５
０
年
に
制
定
さ

れ
た
図
書
館
法
と
図
書
館
法
施

行
規
則
に
よ
り
、
司
書
の
資

格
が
定
め
ら
れ
、
資
格
取
得
を

目
的
と
す
る
講
習
会
が
全
国
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
で

は
１
９
５
３
年
に
北
海
道
学
芸

大
学
（
現
在
の
北
海
道
教
育
大

学
）
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
後

に
、
本
学
が
３
回
（
１
９
５
９

　

昭
和
20
年
８
月
15
日
、
日
本
は
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
占
領
軍
の
占

領
政
策
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
概
要

は
、
日
本
の
民
主
化
（
＝
弱
体
化
）
で

あ
り
、
成
人
に
は
言
論
統
制
（
洗
脳
）、

未
成
年
に
は
教
育
改
革
を
通
じ
て
米

国
流
の
日
本
史
観
を
植
え
付
け
る
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
１
９
４
６

年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
教
育
使
節
団
を
招

き
、
米
国
議
会
図
書
館
を
モ
デ
ル
と
し

て
１
９
４
８
年
、
国
立
国
会
図
書
館
法

が
制
定
さ
れ
た
。

　

高
山
先
生
は
「
日
本
の
図
書
館
の
基

本
法
は
国
立
国
会
図
書
館
法
。
国
立
国

会
図
書
館
は
立
法
府
に
属
す
る
国
の
機

関
で
、
納
本
制
度
に
よ
っ
て
日
本
国
内

で
出
版
さ
れ
た
す
べ
て
の
出
版
物
を
収

集
・
保
存
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
」
と
説
明
。
国
立
国
会
図
書
館
は
立

法
府
に
あ
る
た
め
、
公
共
図
書
館
の

司
書
養
成
に
は
関
与
で
き
な
い
。
逆

に
、
立
法
府
が
管
理
す
る
納
本
制
度
に

行
政
府
は
関
与
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

１
９
８
０
年
代
前
後
に
公
共
図
書
館
の

間
で
、
国
立
国
会
図
書
館
を
中
心
と
し

た
図
書
館
を
統
合
す
る
基
本
法
の
要
求

の
声
が
上
が
っ
た
。
し
か
し
高
度
成
長

期
に
入
り
、
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
公

共
図
書
館
も
増
加
。
特
に
中
小
都
市
に

お
け
る
公
共
図
書
館
は
資
金
的
に
厳
し

い
な
か
図
書
の
無
料
貸
出
が
始
ま
り
、

司
書
の
雇
用
や
待
遇
が
問
題
と
な
る

と
、
基
本
法
の
要
求
も
下
火
と
な
っ
て

い
っ
た
と
い
う
。

　

近
年
は
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
山
先
生
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
つ

の
チ
ャ
ン
ス
。
今
ま
で
と
は
ま
っ
た
く

違
う
課
題
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

図
書
の
無
料
貸
出
サ
ー
ビ
ス
や
図
書
館

員
の
雇
用
問
題
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
、

（
図
書
館
に
関
す
る
）
法
体
制
の
整
備

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
し
い

日
本
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
た

め
に
、
占
領
下
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

年
、
１
９
６
２
年
、
１
９
６
５
年
）

に
わ
た
り
、
司
書
講
習
会
の
開

催
を
引
き
受
け
た
の
で
す
。
こ

れ
が
、
図
書
館
学
課
程
を
開
設

す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
内
の
総
合
大
学
に
お

い
て
数
少
な
い
司
書
お
よ
び
司

書
教
諭
の
資
格
を
取
得
で
き
る

課
程
で
あ
り
、
全
学
部
の
１
部

と
２
部
の
学
生
が
受
講
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
開
設

以
来
、
２
０
２
０
年
３
月
ま
で

に
、
司
書
２
２
６
５
名
、
司
書

教
諭
５
６
４
名
の
資
格
取
得
者

を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
の
履
修
生
は
１
５
０
名
を

数
え
ま
す
。

　

図
書
館
学
課
程
の
50
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
慶
応
義
塾
大
学

名
誉
教
授
で
、
国
立
公
文
書
館

館
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
高
山
正

也
先
生
を
お
招
き
し
、「
日
本
民

主
主
義
の
基
盤
構
築
の
再
評
価
：

現
代
日
本
公
共
図
書
館
の
歩
み
」

と
題
す
る
記
念
講
演
会
を
10
月

17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
Ｇ
Ｈ

Ｑ
占
領
下
に
お
い
て
国
立
国
会

図
書
館
の
成
立
か
ら
、
現
行
の
図

書
館
行
政
に
関
す
る
問
題
点
に

つ
い
て
幅
広
い
知
見
か
ら
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
課
程

の
学
生
と
修
了
生
、
非
常
勤
講

師
の
先
生
方
、
図
書
館
関
係
者

な
ど
30
名
が
出
席
し
、
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
50
周
年
記
念
誌
の
刊
行
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
革
新
が
進
む
中
、
学
生

や
社
会
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

図
書
館
を
有
効
に
活
用
し
、
デ

ジ
タ
ル
と
印
刷
媒
体
の
情
報
資

源
に
つ
い
て
深
く
学
べ
る
図
書

館
学
課
程
に
、
今
後
と
も
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

令
和
２
年
度
９
月
期

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

　

去
る
９
月
30
日
、
ホ
テ
ル
札

幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
、

令
和
２
年
度
９
月
期
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
、
学

部
か
ら
１
１
０
名
（
経
済
学
部

34
名
・
経
営
学
部
32
名
・
法
学

部
33
名
・
人
文
学
部
６
名
・
工

学
部
５
名
）
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
た
。

卒業証書・学位記が授与された

学部 学科
令和
2年度
9月期

経済
１部

経 済 学 科 5
地域経済学科 6

２部
経 済 学 科 13
地域経済学科 10

経営
１部

経 営 学 科 7
経営情報学科 7

２部 経 営 学 科 18

法
１部

法 律 学 科 7
政 治 学 科 0

２部
法 律 学 科 21
政 治 学 科 5

人文
１部

日本文化学科 0
英米文化学科 1

２部
日本文化学科 1
英米文化学科 4

工

社 会 環 境 工 学 科 4
建 築 学 科 0
電 子 情 報 工 学 科 1
生 命 工 学 科 0

1 部　計 38
2 部　計 72

計 110

令和2年度9月期卒業生・修了生数

（単位／人）

Ｕ
Ｍ
Ａ
事
件
ク
ロ
ニ
ク
ル

―
さ
ま
ざ
ま
な「
物
語
」を
読
み
解
く

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｓ 

編
著
／
中
根
研
一（
法
学
部
教
授
）他
共
著

定
価
（
本
体
二
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

超
常
現
象
の
懐
疑
的
調
査
の
た
め
の
会
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
に

よ
る
「
未
確
認
動
物
（
Ｕ
Ｍ
Ａ
＝Unidentified Mysterious 

Animal

）」
事
件
を
、
客
観
的
事
実
や
デ
ー
タ
を
元
に
生
物

学
・
民
俗
学
・
文
学
等
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
検
証
す
る
。

彩図社

刑
法
演
習
サ
ブ
ノ
ー
ト
210
問 

井
田
良
・
大
塚
裕
史 

他
編
著
／
瀬
川
行
太（
法
学
部
准
教
授
）他
共
著

定
価
（
本
体 

二
、九
〇
〇
円
＋
税
）

刑
法
総
論
と
各
論
の
全
般
に
わ
た
る
２
１
０
の
基
本
的

項
目
を
と
り
あ
げ
、
１
項
目
に
つ
き
表
と
裏
の
２
頁
で
、

簡
単
な
設
例
・
設
問
と
簡
潔
な
解
説
を
展
開
。
刑
法
の

基
礎
固
め
と
し
て
初
学
者
に
最
適
な
一
冊
。

弘文堂

論
点
体
系 

判
例
民
法  〈
第
３
版
〉７  

契
約
Ⅱ

能
見
善
久
・
加
藤
新
太
郎 

編
集
代
表
／
四
ッ
谷
有
喜（
法
務
研
究
科
教
授
）・
谷
本
陽
一（
法
学
部
教
授
）

 

他
共
著

定
価
（
本
体 

四
、五
〇
〇
円
＋
税
）

最
新
の
逐
条
解
説
書
。
条
ご
と
に
、
実
務
家
が
押
さ
え
て

お
き
た
い
法
律
上
の
問
題
点
を
体
系
化
し
、
論
点
ご
と

に
判
例
の
到
達
点
を
わ
か
り
や
す
く
明
示
。
最
新
判
例
・

裁
判
例
を
大
幅
に
補
充
し
、
民
法
改
正
に
完
全
対
応
。

第一法規

議
会
審
議
の
国
際
比
較

岡
田
信
弘 （
法
務
研
究
科
教
授
）編
著

定
価
（
本
体 

五
、八
〇
〇
円
＋
税
）

憲
法
を
は
じ
め
と
す
る
制
度
的
枠
組
み
や
審
議
の
合
理

化
な
ど
、
議
員
任
期
や
会
期
、
議
事
日
程
等
に
も
着
目
し

な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
議
会
審
議
や
運
営
を
比
較
す
る
。

北海道大学出版会

―【
議
会
と
時
間
】の
諸
相

真
理
の
多
形
性
─
Ｆ
・Ｗ
・グ
ラ
ー
フ
博
士
の

　
　
　
　

来
日
記
念
講
演
集
─

Ｆ
・
Ｗ
・
グ
ラ
ー
フ
著
／
安
酸
敏
眞（
学
長
）監
訳
／
小
柳
敦
史
・
森
川
慎
也（
人
文
学
部
准
教
授
）
他
共
訳

定
価
（
本
体 

四
、二
〇
〇
円
＋
税
）

昨
年
、
本
学
が
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
神
学
者
、
グ
ラ
ー
フ

博
士
を
招
へ
い
し
、
本
学
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
な
ど

で
行
っ
た
講
演
内
容
を
代
表
論
文
と
と
も
に
収
録
。
世
界

各
国
で
吹
き
荒
れ
る
諸
問
題
に
関
す
る
論
説
も
必
見
。

北海学園大学出版会

民
事
手
続
と
当
事
者
主
導
の
情
報
収
集

定
価
（
本
体 

七
、四
〇
〇
円
＋
税
）

ど
の
よ
う
に
し
て
当
事
者
照
会
・
訴
え
提
起
前
の
照
会
・

弁
護
士
会
照
会
を
、
よ
り
実
効
的
な
制
度
に
し
て
い
く

べ
き
か
を
精
緻
に
検
討
。
研
究
の
み
な
ら
ず
、
実
務
や

学
習
に
も
幅
広
く
有
用
の
実
践
的
考
察
を
展
開
す
る
。

世
界
遺
産
と
は
何
か
？ 

北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
世
界
遺
産
研
究
班 

編
著

定
価
（
本
体 

一
、八
〇
〇
円
＋
税
）

世
界
遺
産
の
「
普
遍
的
な
価
値
」
を
認
め
つ
つ
そ
れ
を

問
い
直
し
、
世
界
遺
産
を
手
が
か
り
に
歴
史
や
文
化
の

重
層
性
を
再
確
認
す
る
論
文
集
。
人
文
学
に
少
し
で
も

関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
人
た
ち
へ
オ
ス
ス
メ
の
一
冊
。

信山社マイナビ出版

酒
井
博
行（
法
学
部
教
授
）著

司
書
・
司
書
教
諭
２
千
８
百
人
輩
出

経
済
学
部
教
授（
図
書
館
学
課
程
）

福ふ
く

田だ 

都い
く

代よ

図
書
館
学
課
程 

50
周
年
記
念
講
演
会 「
日
本
民
主
主
義
の
基
盤
構
築
の
再
評
価

　
　
：
現
代
日
本
公
共
図
書
館
の
歩
み
」

慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
・
元
国
立
公
文
書
館
館
長　

高た
か
や
ま山 

正ま
さ

也や

氏

新しい図書館システム構築のために

　ご卒業おめでとうございます。大学を卒業するということは、社会の一員
としての新しい生活が始まるということを意味します。
　はなむけに、竹内まりやの「人生の扉」の歌詞を紹介しましょう。「春が
また来るたび　ひとつ年を重ね／目に映る景色も　少しずつ変わるよ／陽
気にはしゃいでいた　幼い日は遠く／気がつけば五十路を　超えた私がい
る／信じられない速さで　時は過ぎ去ると　知ってしまったら／どんな小さ
なことも　覚えていたいと　心が言ったよ／ I say it’s fun to be 20 ／ You 
say it’s great to be 30 ／And they say it’s lovely to be 40 ／ But I feel it’s 
nice to be 50・・・」。二番の歌詞は 60 歳、70 歳、80 歳、90 歳と続きます
が、そこは省略するとして、唐の詩人劉廷芝の有名な漢詩にあるように、「年
年歳歳花相似たり　歳歳年年人同じからず」です。春になれば桜が満開と
なり、秋には山の紅葉が色づき、このように季節はめぐり自然は循環しま
すが、人間は年を重ねるにつれて成長し、やがて衰退していきます。20 代真っ
盛りの皆さんは、まさに It’s fun to be 20 でしょう。やがて 30 代になると、
仕事も充実してきて It’s great to be 30 となります。40 代は心のゆとりもで
きてきて、It’s lovely to be 40 となるでしょう。50 代は社会的責任が増して
きますが、体力が衰えてきます。But it’s nice to be 50 です。生きていくと
いうことは、絶え間ない出来事の連なりです。でも、どんな年齢になっても
人生に対してポジティヴに向き合って、その時その時を頑張ってほしいと思
います。「人生は生きる価値がある」（Life is worth living）のですから。
　簡単ではありますが、これをもちまして学長の式辞といたします。

安酸学長
式辞（要旨） 令和2年の9月卒業式に寄せて

　

本
学
卒
業
生
が
１
３
９
名
在

職
す
る
岩
田
地
崎
建
設
株
式
会

社
の
岩
田
圭
剛
代
表
取
締
役
社

長
よ
り
９
月
２
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
う
学
生
支
援
寄
付
金
と
し
て

３
０
０
万
円
が
贈
ら
れ
た
。
安

酸
学
長
か
ら
謝
辞
と
と
も
に
感

謝
状
を
贈
呈
し
た
。

岩
田
地
崎
建
設
株
式
会
社 

取
締
役

専
務
執
行
役
員
建
築
本
部
長
・
佐

藤
護
氏（
右
）と
安
酸
敏
眞
学
長

　

本
学
教
育
振
興
委
員
会
は
８

月
20
日
、
今
年
度
奨
学
金
Ａ
を

支
援
拡
大
し
、89
名（
１
部
57
名
、

２
部
32
名
）
の
学
生
に
給
付
し

た
。

　

ま
た
、
同
窓
会
の
今
年
度
奨

学
支
援
事
業
第
Ⅰ
種
奨
学
金
に

つ
い
て
も
支
援
を
拡
大
し
、
10

月
５
日
、
82
名
に
給
付
し
た
。

教
育
振
興
委
員
会
と
同
窓
会

奨
学
金 

拡
大
給
付

岩
田
地
崎
建
設
か
ら

学
生
支
援
寄
付
金
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新型コロナウイルス
感染防止対策

一人一人の更なる徹底を!
　11月に入り新型コロナウイルス感染が一層拡大してきました。北海道にいたっては11月7日に「警戒ステージ３」
（11月17日からは札幌市のみ「警戒ステージ4」）に引き上げられ、11月27日まで防止の取組が行われることになっ
ています（11/20 現在）。本学でも、一人一人が一層の自覚をもち、感染防止対策の更なる徹底をお願いします。
　新型コロナウイルス感染症についての本学の対応は、適時本学webサイトでお知らせします。

　道は 11 月 7 日に「警戒ステージ」を 2 から 3 に移行させ、27 日までを集中
対策期間と定め感染拡大防止対策の強化を打ち出しました。これを受けて本学
では、今後について検討を重ねた結果、次のような方針をとることとしました
のでお知らせします。
　本学では、8 月に初めての感染者が出た後、10 月に入り複数の感染者・濃厚
接触者の報告がありました。それらはすべて HP で公表していますが、全部の
ケースについて、広範に詳細に当該学生の行動履歴を調査し、保健所の判断で
は濃厚接触にあたらなくても少しでもリスクがあると考えられる場合は直ちに
自宅待機を指示し、できる限りの感染拡大防止措置を講じてきました。教職員
の努力と学生のみなさんの協力のおかげで、今のところ学内での感染はまった
くありません。
　道内でこれだけ感染が拡大している状況では、誰にも感染のリスクはあり得
ますし、感染したことを責めることはできません。私たちができるのは、それ
を学内で広げないということです。そのために、入口には自動式消毒液、サー
モグラフィー、ハミングバードセンサーを設置し、行動経済学ゼミの協力を得
てナッジ効果のある掲示を行っています。教室は必ず 1 メートル以上の距離を
とれる感染防止対策人数の座席数とし、消毒・換気を励行しています。それで
も残念なことに感染者や濃厚接触者が出た場合には、前述のように慎重の上に
慎重を期した措置をとっています。これらの対策をとりながら、本学では受講
者の意向に配慮しつつ担当者の裁量で、対面授業・ハイブリッド授業・オンラ
イン授業を実施していきます。
　とはいえ、学生のみなさんはさまざまな事情をもっていますし、現在の感染
状況に強い不安を感じている人がいることも理解しています。現在でも、特別
な事情のあるみなさんには、不利益のないよう配慮を行っていますが、感染状
況が沈静化するまでのしばらくの間、登校できない・登校したくないと考える
場合は、科目担当者に申し出てください（連絡方法は、LMS【重要事項】に記
載されています）。担当者によって方法は異なりますが、対面授業に出ないこ
とで学修に支障が出ないよう対応します。
　国や道の方針と状況を注視しながら、学生のみなさんの声に真摯に耳を傾け、
感染防止対策を講じながら学修の質を維持していきたいと考えています。ご理
解とご協力をお願いします。

　　2020 年 11 月 13 日
北海学園大学新型コロナウイルス対策本部 本部長・学長　安酸敏眞

  道の警戒ステージ移行に伴う本学の方針について

■所属学部への連絡方法■

・011-841-1161（代）
 代表番号に電話して「〇〇学部を
　お願いします」と言ってください。

・メールでの連絡は以下のアドレスへ
　お願いします。
  経済学部：kyomu-za@hgu.jp
	 	 経営学部：kyomu-ei@hgu.jp	
	 	 法		学		部：sogolaw@hgu.jp
	 	 人文学部：jinbun@hgu.jp
	 	 工		学		部：kyomu-ko@hgu.jp

■相談先■
●札幌市

「救急安心センターさっぽろ」
  （帰国者・接触者相談センター）  　　
　＃ 7119（011-272-7119）（24時間）

「一般相談」
　011-632-4567（9：00 ～ 21：00）

●小樽市
「帰国者・接触者相談センター」 
　0134-22-3110（平日８：50 ～ 17：20）
　0134-22-3117（土日祝 8：50 ～ 17：20）

「一般相談」
　0134-22-3110（平日 8：50 ～ 17：20）

●上記以外
 「北海道新型コロナウイルス感染症
   健康相談センター」
　0800-222-0018（フリーコール、24時間相談窓口）

・実施期間：9 月 19 日から 2 月 4 日
・期末評価実施期間：1 月 28 日から 2 月 4 日
・予備日（補講など）：1 月 21 日・22 日・23 日・27 日

 以下の科目について原則として対面授業を実施しています。
 ①対面授業が不可欠・重要と判断される科目、ゼミや実験・実習等科目
 ②ソーシャルディスタンスを確保できる履修人数の科目
  （教室収容人員のほぼ３分の１以下）
標準授業時間帯
 授業と授業の間のインターバルを少なくとも 20 分とれるよう、授業時間を
80 分以内とします（山鼻開講の実験・実習等の科目はこの限りではない）。標
準授業時間帯は以下の通りですが、学部や科目によっては異なる場合がありま
すので、科目担当者の指示に従ってください。
  ・１講目　　９：１０～１０：３０ ・６講目　１７：５０～１９：１０
  ・２講目　１０：５０～１２：１０ ・７講目　１９：３０～２０：５０
  ・３講目　１２：４０～１４：００ 
  ・４講目　１４：２０～１５：４０
  ・５講目　１６：００～１７：２０

 G-PLUS！キャビネット「新型コロナウイルス対策本部」に保存されている下記
のマニュアルを確認してください。
 ・「オンライン授業を受講する学生の基礎知識」　 ・「HGU SOS マニュアル」

  ２学期の授業について
1. 第２学期教務日程

2. 対面授業

3. オンライン授業（実施科目はホームページ等でご確認ください）

オンライン授業に関して相談したいことがある場合は、
onlinedesk@hgu.jp（新型コロナウイルス対策本部オンライン授業相談窓口）
にメールで相談してください。相談によって不利益を被ることのないよう配
慮しますので、相談したい科目名・科目担当者と相談者の学生番号・氏名・
メールアドレスを記載してください（無記名のものには対応しません）。
回答や対応には時間を要する場合もあると思いますので、余裕をもって相談
してください。

オンライン授業相談窓口

①体調確認　②マスクを着用・消毒液を利用・体温測定器で検温
③手洗いの徹底　④授業終了後は速やかに帰宅　⑤できるだけ昼食を持参　
⑥３密を回避（ソーシャルディスタンスの確保・大声で会話しない・換気する）

　次のような症状が出た場合は、登校せずに所属学部または担当教員に連絡し
てください。その後、速やかに医療機関で受診してください。
 ・熱がある  　・風邪症状（喉の痛み、咳、痰など） 　 ・だるさや息苦しさ
 ・味覚・臭覚異常　　・下痢・嘔吐

 本人または同居者が新型コロナウイルス感染症に罹患した場合は、速やかに
所属学部に報告し、保健所・医療機関の指示に従って治療に専念してください。

 本人または同居者が濃厚接触者となった場合は、保健所等の指示に従い、速
やかに所属学部に報告し、自宅待機してください。
①自分が濃厚接触者となった場合
 PCR 検査が陰性でも接触した日から 14 日間は自宅待機。14 日経過し体調に

異常がない時には所属学部に連絡し、登校許可を受けてから登校。
②同居者が濃厚接触者となった場合
 自宅待機して健康観察を行う。同居の濃厚接触者が陽性となった場合、本人

も濃厚接触者と判定されるため、①に従って対応すること。
 同居の濃厚接触者が 陰性となった場合、14 日間は健康観察を行い慎重に行動。

授業に出てもよいが、終了後は速やかに帰宅すること。
③ COCOA（新型コロナウイルス接触確認アプリ）で通知があった場合
 アプリ画面の指示に従い対応すること。
 

　濃厚接触者と認定されているが現時点では PCR 検査結果不明の者と濃厚接触
（マスクをせず 1 メートル以内で 15 分以上の接触があった）をした場合は「み

なし濃厚接触」とみなされます。検査結果が判明するまでは自宅待機をして
ください。濃厚接触者が陽性の場合には「濃厚接触者」となりますので、４
の①「濃厚接触者」対応をお願いします。陰性の場合もケースによっては感
染の可能性がありますので、濃厚接触者と接触した日から14日間は健康観察
を行い、慎重に行動してください。

　10 月 19 日から、各館入口に体温測定器を設置しました。入構時には、いず
れかの設置場所で体温チェックを行い、体温が 37.5 度以上ある場合は入構を
ご遠慮ください。
　体温測定器は、一切の操作は不要です。画面に顔を近づけると（50cm 程度）
画面が開き、指定枠内に顔を合わせると検温できます。37.5 度未満の場合は体
温が緑色で表示され、37.5 度以上の場合は体温が赤字で表示されます。入口で
の手指消毒と、体温測定器の二段構えで感染予防を徹底して行いますので、ご
協力をお願いします。
　学内の設置場所は以下の通りです。
■豊平キャンパス

・4 号館（警備室前）入口
・3 号館（学生玄関ホール）入口
・図書館棟（図書館入口前）
・図書館棟（学園会館）入口
・6 号館（エレベーターホール）警備室向側
・7 号館（警備室横）入口
・8 号館（エレベーターホール）入口
■山鼻キャンパス

・1 号館入口
・2 号館（玄関ホール）入口
・3 号館（玄関ホール）入口

  コロナ対策の注意事項

体調不良（学内）

学　生

授業以外

帰宅授業担当教員に
申し立て帰宅

発熱又は風邪の症状がある場合は自宅療養

出勤・登校

医療機関に電話で相談のうえ受診

発熱・咳・喉の痛み・鼻水・だるさ・味覚・嗅覚異常等の症状が消失して48時間経過した場合、
または勤務・登校に支障がないと医師から診断された場合

症状が 4 日以上続く
場合

強い症状と思う場合
はすぐに相談すぐに相談

・息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）高熱などの強い
  症状がある場合
・重症化しやすい方で発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状
  がある場合

授業担当教員は
所属学部事務に
報告

所属学部事務・
部局に連絡

授業中 帰宅

体調不良

教職員

体調不良（学外）

1. 登校・入構時

２. 体調不良の場合  ＊下記「7. 体調不良時のフロー」を参照

３. 新型コロナウイルス感染症に罹患した場合

４. 濃厚接触者となった場合

５. みなし濃厚接触者となった場合

6. 学内に体温測定器を設置

7. 体調不良時等のフロー
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は
全
て
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

の
研
究
に
対
し
て
与
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
中
で
も
ロ

ジ
ャ
ー
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
氏

の
授
賞
理
由
が
純
粋
な
理

論
的
研
究
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
多
く
の
相
対
論
研
究

者
の
励
み
に
な
っ
た
は
ず

で
す
。

　

と
い
う
の
も
一
般
相
対

論
と
い
う
分
野
は
そ
の

誕
生
か
ら
非
常
に
長
い

間
「
物
理
学
者
か
ら
は
数

学
だ
と
思
わ
れ
、
数
学
者

か
ら
は
物
理
だ
と
思
わ
れ

る
」
と
い
う
イ
ソ
ッ
プ
童

話
の
コ
ウ
モ
リ
の
よ
う
な

存
在
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ペ
ン
ロ
ー
ズ
氏
の
受
賞

理
由
の
中
心
で
あ
る
「
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
特
異
点
定

理
」
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー

ル
の
内
部
に
は
一
般
相
対

　

私
の
専
門
で
あ
る
一
般
相
対

性
理
論
（
一
般
相
対
論
）
は
重

力
を
「
時
間
と
空
間
の
ゆ
が
み
」

と
し
て
記
述
す
る
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
が
定
式
化
し
た
理
論
で
、

そ
の
基
礎
方
程
式
が
「
光
さ
え

も
脱
出
で
き
な
い
」
と
い
う
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
存
在
を
予
言

し
ま
す
。

　

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

論
で
は
記
述
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
領
域
が
存
在
す

る
」
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
す
。

　
「
車
い
す
の
天
才
物
理

学
者
」
と
し
て
映
画
に
も

な
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

ホ
ー
キ
ン
グ
氏
は
ペ
ン

ロ
ー
ズ
氏
と
同
様
の
手
法

を
宇
宙
全
体
に
適
用
し
、

「
宇
宙
の
極
初
期
は
超
高

温
か
つ
超
高
密
度
の
状
態

だ
っ
た
」
と
い
う
ビ
ッ
グ

バ
ン
宇
宙
論
の
基
礎
を
数

学
的
に
証
明
し
ま
し
た

（
映
画
で
は
俳
優
が
演
ず

る
ペ
ン
ロ
ー
ズ
氏
も
登
場

し
ま
す
）。

　

ホ
ー
キ
ン
グ
氏
が
存
命

で
あ
れ
ば
、
今
回
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
は
共
同
受
賞
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

自
ら
の
滅
び
を
証
明
す
る
特

異
点
定
理
は
「
こ
の
宇
宙
を
完

全
に
理
解
す
る
に
は
一
般
相
対

論
を
超
え
た
理
論
が
必
要
で
あ

る
」
と
告
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
不
滅
の
理
論
を

人
類
が
手
に
入
れ
た
暁
に
は
時

間
と
空
間
の
本
質
が
明
ら
か
に

な
り
、「
宇
宙
に
始
ま
り
や
終
わ

り
は
あ
る
の
か
？
あ
る
な
ら
ば

ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、
終
わ
る

の
か
？
」
と
い
う
太
古
か
ら
の

哲
学
の
問
い
に
対
し
て
科
学
的

な
解
答
が
与
え
ら
れ
る
は
ず
で

す
。

　
「
大
き
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

が
得
ら
れ
る
結
果
は
い
つ
も
小

さ
い
」
と
い
う
の
が
私
の
悩
み
な

の
で
す
が
、「
少
し
ず
つ
で
も
い

い
か
ら
前
進
を
や
め
な
い
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か
ら
も
大

き
な
問
題
を
忘
れ
ず
研
究
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

工学部教授

前
まえ

田
だ

 秀
ひで

基
き

（専門：一般相対性理論）

相対性理論にかけられた滅びの呪い

フランス
トゥールーズ第一大学

法学部准教授

稻
いな

垣
がき

 美
み

穂
ほ

子
こ

　
（専門：倒産法）

　
「
最
近
、
芸
能
人
の
自
殺
が
増
え
て

い
る
の
で
、
そ
の
関
係
で
…
」
と
い

う
こ
と
で
、
今
回
、
原
稿
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。
各
事
例
の
分
析
と
い
っ

た
野
暮
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
今
回

は
我
が
国
に
お
け
る
自
殺
予
防
対
策

の
現
状
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

８
月
に
若
年
女
性
の
自
殺
件
数
が

増
加
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
生
活
環
境
の
変
化
が

そ
の
背
景
要
因
と
し
て
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

国
内
の
自
殺
件
数
そ
の
も

の
は
こ
の
10
年
で
１
万
件

以
上
減
っ
て
い
ま
す
。
昨

　

２
０
１
９
年
９
月
３
日
か
ら

２
０
２
０
年
８
月
30
日
の
間
、

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大
学
取
引

法
セ
ン
タ
ー
で
倒
産
法
の
勉
強

を
す
る
た
め
、
客
員
研
究
員
と

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ゥ
ー
ル
ー

ズ
市
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
は
フ
ラ
ン
ス

南
西
部
オ
ク
シ
タ
ニ
州
の
州
都

で
、
フ
ラ
ン
ス
第
４
の
都
市
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
は
約

50
万
人
で
日
本
の
大
都
市
に
比

べ
れ
ば
街
の
規
模
は
か
な
り
小

さ
な
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
エ

ア
バ
ス
の
本
拠
地
で
あ
る
こ
と
、

２
０
１
４
年
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学

賞
を
受
賞
し
た
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
で
、
ト
ゥ
ー
ル
ー

ズ
第
一
大
学
、
特
に
経
済
学
部
・

研
究
所
に
対
し
て
大
き
な
予
算

が
つ
い
て
い
る
こ
と
（
つ
い
最

近
、
経
済
学
部
・
研
究
所
の
立

派
な
建
物
が
学
内
に
建
築
さ
れ

ま
し
た
）、
ま
た
、
が
ん
研
究
の

中
心
と
な
る
大
規
模
な
総
合
研

究
所
が
あ
る
こ
と
で
、

今
後
人
口
が
増
え
、
よ

り
発
展
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
街
で
す
。
ま
た
、
赤
レ

ン
ガ
の
建
物
が
続
く
街
並
み
が

美
し
く
、
バ
ラ
色
の
街
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
到
着
後
、
私

は
大
学
院
の
講
義
及
び
ゼ
ミ
に

出
席
し
な
が
ら
、
ト
ゥ
ー
ル
ー

ズ
近
郊
で
開
催
さ
れ
る
研
究
会

に
も
出
席
し
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
で

は
、
倒
産
手
続
は
裁
判
所
と
、

主
と
し
て
弁
護
士
か
ら
選
任
さ

れ
る
手
続
機
関

に
よ
り
進
め
ら

れ
ま
す
が
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
倒

産
手
続
は
、
商

事
裁
判
所
と
倒

産
手
続
を
担
う

法
律
専
門
職
に

よ
り
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
大
学
院
が
そ
の
養
成

の
一
部
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の

大
学
で
は
倒
産
法
の
教
授
陣
も
、

授
業
も
、
非
常
に
充
実
し
て
い

ま
す
（
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大

学
で
は
大
学
院
入
学
希
望
者
も

多
く
、
大
学
院
取
引
法
コ
ー
ス

の
倍
率
は
30
倍
！
と
も
聞
き
ま

し
た
。
ま
た
、
各
種
法
律
専
門

職
に
よ
る
職
業
説
明
会
も
開
催

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
模
様
を
覗

い
て
み
た
と
こ
ろ
、
大
変
盛
況

で
し
た
。
た
だ
、
学
生
が
説
明

会
で
真
っ
先
に
質
問
し
て
い
た

の
は
、
収
入
に
つ
い
て
で
し
た
。

ど
の
世
界
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

は
一
緒
で
す
ね
。）。

　

２
０
２
０
年
１
月
末
頃
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
の
注
意
喚
起
情
報
が
大
学
か

ら
メ
ー
ル
で
来
る
よ
う
に
は

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
０

年
３
月
12
日
夜
８
時
、
マ
ク
ロ

ン
大
統
領
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
関
す
る
テ
レ
ビ
演
説
を

行
い
、
３
月
16
日
か
ら
教
育
機

関
を
閉
鎖
し
、
国
民
に
外
出
を

控
え
る
よ
う
呼
び
か
け
る
発
表

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

大
学
の
講
義
も
３
月
13
日
午
後

の
講
義
か
ら
休
講
に
な
り
ま
し

た
。
更
に
、３
月
16
日
夜
８
時
の
、

や
は
り
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
の
テ

レ
ビ
演
説
で
、
演
説
の
次
の
日

で
あ
る
３
月
17
日
昼
12
時
か
ら
、

通
勤
、
生
活
必
需
品
の
買
い
出

し
、
介
護
等
と
い
っ
た
理
由
以
外

の
外
出
は
禁
止
さ
れ
、
外
出
が

認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

外
出
時
に
は
外
出
の
目
的
を
記

載
し
た
証
明
書
の
携
帯
が
必
要

で
あ
り
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合

に
は
、
罰
金
が
課
さ
れ
る
旨
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
罰
金
額
は
当
初

38
ユ
ー
ロ
（
１
ユ
ー
ロ
１
２
４

円
換
算
で
約
４
７
０
０
円
）
で

し
た
が
、
違
反
者
が
続
出
し
た

た
め
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う

間
に
増
額
さ
れ
、
複
数
回
違
反

者
に
対
し
て
は
最
高
３
７
５
０

ユ
ー
ロ
（
１
ユ
ー
ロ
１
２
４
円

換
算
で
46
万
５
０
０
０
円
）
の

罰
金
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
16

日
の
大
統
領
演
説
に
よ
れ

ば
、
外
出
制
限
は
少
な
く

と
も
15
日
間
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
最
終
的
に
外
出
制
限
が

解
け
た
の
は
５
月
11
日
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

抑
止
の
た
め
と
は
い
え
、
こ
の

よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
強
権

的
措
置
に
は
当
初
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス

は
多
様
な
背
景
を
持
つ
人
々
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
外
出
自
粛

要
請
レ
ベ
ル
の
曖
昧
さ
は
通
用

せ
ず
、
物
事
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ

る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

外
出
制
限
の
間
、
直
接
会
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
で
で
き
た
友
人
と
は

連
絡
を
取
り
合
い
、
外
出
で
き
な

い
こ
と
を
嘆
き
つ
つ
お
互
い
励

ま
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
食
品
を

買
う
た
め
に
パ
ン
屋
や
八
百
屋
、

肉
屋
さ
ん
な
ど
普
段
よ
く
行
く

お
店
に
行
け
ば
、
長
話
は
で
き

ま
せ
ん
が
店
員
さ
ん
と
「
元
気
？

（Ça va?

）」
と
声
を
掛
け
合
い
、

ま
た
毎
日
夜
８
時
に
は
、
医
療

関
係
者
へ
の
感
謝
を
示
す
た
め

に
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
拍
手
を
す

る
こ
と
で
、
緊
急
時
に
フ
ラ
ン

ス
の
人
々
が
発
揮
す
る
連
帯
を

体
感
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
北
海
学
園
大
学
法

学
部
の
教
職
員
・
学
生
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
北
海
学
園
関
係

者
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
賜
り
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
混
乱

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
事
に
１

年
間
の
在
外
研
修
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

経
営
学
部
准
教
授

田た

中な
か 

勝ま
さ

則の
り

人文学部教授  鈴
すず

木
き

 英
ひで

之
ゆき

中世偽書の近世における
受容と展開に関する研究

北海学園学術研究助成事業報告⑮

研究
課題

　

筆
者
は
日
本
中
世
か
ら
近
世

に
か
け
て
の
宗
教
思
想
（
仏
教
・

神
道
）
を
専
門
と
し
て
い
ま
す

が
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
の
が

偽
書
・
偽
経
（
仮
託
文
献
）
の
研

究
で
す
。
偽
書
と
は
、
古
の
高

僧
や
天
皇
、
神
な
ど
を
、
書
物
の

述
作
者
に
擬
し
た
書
物
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
鎌

倉
後
期
に
成
立
し
た
書
物
な
の

に
、
古
代
に
活
躍
し
た
聖
徳
太

子
や
弘
法
大
師
な
ど
を
作
者
と

す
る
も
の
で
、
当
時
は
存
在
し

な
か
っ
た
思
想
や
言
説
、
神
話

な
ど
を
数
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

現
代
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
こ

う
し
た
書
物
は
捏
造
、
ト
ン
デ

モ
本
と
の
評
価
を
免
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
（
理
解
し
が
た
い
こ
と

に
！
）
中
世
人
は
文
献
の
真
偽
に

は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず
、
太
子

な
ら
太
子
、
空
海
な
ら
空
海
と
、

ま
ず
作
者
を
真
実
と
し
て
受
け

と
め
た
上
で
内
容
を
検
討
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ

え
中
世
で
は
、
偽
書
・
偽
経
の

多
く
が
「
真
筆
」
と
し
て
強
い

影
響
力
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
研
究
に
お
い
て
着
目
し

た
の
が
、
浄
土
宗
の
学
僧
・

了り
ょ
う
よ
し
ょ
う
げ
い

誉
聖
冏
（
１
３
４
１
～

１
４
２
０
）
の
著
作
で
す
。
聖

冏
は
、
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
低
迷
し
て

い
た
浄
土
宗
を
教
理
・
制
度
面

か
ら
整
備
・
発
展
さ
せ
、
そ
の

後
の
宗
の
隆
盛
の
礎
を
築
い
た

学
僧
で
、
浄
土
宗
第
七
祖
・
浄

土
宗
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

興
味
深
い
の
が
、
聖
冏
が
偽

経
・
偽
書
（
仮
託
文
献
）
を
多

用
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
聖
冏

は
、
浄
土
教
学
を
整
備
す
る
に

あ
た
っ
て
、「
二
蔵
二
教
二
頓

判
」
と
い
う
新
た
な
教
説
を
創

出
し
、
教
理
の
根
幹
に
据
え
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
の
高

僧
・
菩ぼ

だ

い

る

し

提
流
支
（
６
Ｃ
）
に
仮

託
さ
れ
た
『
麒
麟
聖
財
立
宗
論
』

と
い
う
偽
書
を
典
拠
に
し
た
も

の
で
し
た
。
こ
の
他
に
も
浄
土

宗
祖
・
法
然
や
、
法
然
の
高
弟

で
あ
る
聖
覚
に
仮
託
さ
れ
た
文

献
を
用
い
て
い
ま
し
た
。
偽
書
・

偽
経
を
用
い
た
述
作
ス
タ
イ
ル

は
、
中
世
に
お
い
て
は
一
般
的

な
も
の
で
あ
り
、
聖
冏
は
ま
さ

に
中
世
の
学
問
を
体
現
す
る
人

物
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
す
。

　

聖
冏
の
浄
土
教
学
は
、
後
に

浄
土
宗
の
学
問
の
根
幹
と
し
て

重
視
さ
れ
ま
す
。
檀
林
教
育
と

い
う
宗
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
宗
祖
法
然
の
教
学
よ
り
も

先
に
聖
冏
教
学
を
習
学
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
の
で
す
。
し

か
し
近
世
に
入
り
合
理
的
な
思

考
が
発
達
し
、
偽
書
の
真
偽
が
文

献
学
的
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
聖
冏
教
学
の
根
幹
に

あ
る
「
偽
」
の
要
素
が
問
題
と

な
り
ま
す
。
聖
冏
教
学
は
宗
の

根
幹
と
な
る
教
学
で
あ
り
、
簡

単
に
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

だ
が
偽
書
の
使
用
に
は
抵
抗
が

あ
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ

た
の
で
す
。
こ
の
葛
藤
は
、
浄

土
宗
の
近
代
化
に
伴
い
、
聖
冏

教
学
が
宗
門
教
育
か
ら
外
さ
れ

る
ま
で
つ
づ
き
ま
す
。

　

筆
者
は
、
近
世
人
の
偽
書
を

め
ぐ
る
葛
藤
に
着
目
し
、
そ
の

受
容
と
展
開
に
つ
い
て
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
偽
書
は
中
世

だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
時
代
的
な
問
題
と
し
て
重
要

な
論
点
を
含
ん
で
い
る
の
で
す
。

北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
。
専
門
は
日
本
思
想
史
。
博
士
（
文
学
）。
神

奈
川
県
出
身
。
主
要
業
績
に
、『
中
世
学
僧
と
神
道
―
―
了
誉
聖
冏
の
学
問
と

思
想
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、「
聖
冏
教
学
の
形
成
と
仮
託
文
献
」（『
佛

教
文
化
研
究
』
六
三
号
、
二
〇
一
九
年
）、「
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
と
為
顕

流
灌
頂
資
料
―
―
古
今
注
の
神
話
世
界
」（
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究

資
料
館
編
『
中
世
古
今
和
歌
集
注
釈
の
世
界　

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
を
ひ

も
と
く
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

通
時
的
な
問
題  

近
世
人
の
葛
藤
に
着
目 
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自殺予防対策の現状

込
む
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
人
は
そ
の
様
々
な

悩
み
や
困
り
ご
と
故
に
視
野
狭
窄
に

陥
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
自
死

と
い
う
手
段
を
選
択
し
て
し
ま
う
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
前
の
段

階
で
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
つ
な
が
る

こ
と
を
通
じ
て
、
命
が
守
ら
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
悩
み
や
困
り
ご
と

が
あ
る
際
に
誰
か
に
頼
る
こ
と
は
自

殺
予
防
対
策
の
観
点
か
ら
も
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
恥
ず
か
し
い
こ

と
で
も
み
っ
と
も
な
い
こ
と
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
身
近
な
人
に
相
談
す
る

こ
と
が
難
し
い
場
合
に
は
、「
厚
生
労

働
省　

相
談
先
一
覧　

自
殺
対
策
」

で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
電
話

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
多
様
な
方
法
で
み
な

さ
ん
の
ヘ
ル
プ
の
声
を
受
け
止
め
て

く
れ
る
場
を
た
く
さ
ん
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
は

た
め
ら
わ
ず
に
こ
う
し
た
窓
口
を
積

極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
周
り
の
方
に

も
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

年
は
統
計
開
始
以
降
最
も
少
な
い
数

で
し
た
。
そ
れ
で
も
未
だ
２
万
件
を

超
え
て
お
り
、
国
と
し
て
も
喫
緊
の

課
題
と
し
て
各
種
対
策
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
養
成
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
と
は
『
自
殺
の
危
険
を

示
す
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
適
切
な
対

応
（
悩
ん
で
い
る
人
に
「
気
づ
き
、

声
を
か
け
」、「
話
を
聞
い
て
」、「
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
」、「
見
守
る
」）

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
人
（
厚
生
労

働
省
Ｈ
Ｐ
）』
で
す
。
国
の
自
殺
総
合

対
策
大
綱
に
基
づ
き
、
全
国
各
地
で

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

悩
み
や
困
り
ご
と
を
一
人
で
抱
え

コ
ロ
ナ
禍
で
見
た
フ
ラ
ン
ス
の
姿

トゥールーズ第一大学経済学部・
研究所の新棟
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岩坂先生の
プチ解説

トルコ

シリア

エジプトリビア

ロシア

ウクライナ

ルーマニア

ジョージア

アルメニア

アゼルバイジャン

カザフスタン

イラク イラン

ブルガリア イスタンブール
アンカラ

ギリシャ

地中海

黒海
カ
ス
ピ
海

小
学
生
で
湾
岸
戦
争
に
興
味

─
─
岩
坂
先
生
が
最
初
に
ト
ル

コ
に
興
味
を
持
た
れ
た
「
き
っ

か
け
」
は
何
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

岩
坂　
小
学
生
の
こ
ろ
に
、
湾
岸

戦
争
が
起
き
た
ん
で
す
ね
。
Ｃ

Ｎ
Ｎ
と
か
の
報
道
を
見
な
が
ら
、

子
ど
も
な
が
ら
に
「
と
ん
で
も

な
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
な
あ
」

と
い
う
実
感
が
あ
っ
て
、
中
東

世
界
へ
の
興
味
が
湧
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

─
─
初
め
て
ト
ル
コ
に
行
か
れ

た
の
は
？

岩
坂　
大
学
２
年
の
と
き
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に

語
学
研
修
に
い
っ
た
ん
で
す

が
、
１
週
間
く
ら
い
自
由
時
間

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
「
地

球
の
歩
き
方
」
片
手
に
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
と
ア
ン
カ
ラ
を
一
人

で
回
り
ま
し
た
。
幸
い
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印

象
で
し
た
ね
。

─
─
ト
ル
コ
料
理
は
美
味
し
い

そ
う
で
す
ね
。

岩
坂　

そ
う
な
ん
で
す
。
と
く

に
羊
肉
が
美
味
し
か
っ
た
で
す

ね
。
自
分
が
研
究
す
る
地
域
の

料
理
が
舌
に
あ
う
か
ど
う
か
っ

て
実
は
結
構
大
事
だ
と
思
う
ん

で
す
。
昔
話
と
し
て
聞
い
た
話

で
は
、
長
年
東
南
ア
ジ
ア
の
研

究
を
さ
れ
て
き

た
先
生
が
初
め

て
現
地
で
料
理

を
食
べ
て
、
パ

ク
チ
ー
の
味
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
て
、
研
究
テ
ー
マ
が
一
瞬
ぐ

ら
つ
い
た
と
か
…
…
（
笑
）。

─
─
悲
劇
で
す
ね
（
笑
）。
大
学

院
時
代
に
は
、
ト
ル
コ
の
ビ
ル

ケ
ン
ト
大
学
に
留
学
さ
れ
た
ん

で
す
ね
。

岩
坂　

２
年
半
、
ア
ン
カ
ラ
で

過
ご
し
た
の
で
す
が
、
現
地
で

生
活
し
て
初
め
て
得
ら
れ
る
感

覚
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
と
て

も
大
き
か
っ
た
で
す
。
役
所
で

の
手
続
き
や
、
家
賃
の
払
い
方

な
ど
を
通
じ
て
ト
ル
コ
の
社
会

の
仕
組
み
を
知
る
こ
と
で
、
論

文
や
文
献
だ
け
で
は
わ
か
ら
な

い
現
地
の
感
覚
を
も
っ
て
、
物

事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
に
い
た
る
ま
で
の
友
人
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
私

に
と
っ
て
は
重
要
で
す
ね
。

人
間
味
の
あ
る
ト
ル
コ
人

─
─
ト
ル
コ
と
い
う
国
の
面
白

さ
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岩
坂　

ト
ル
コ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
中
東
の
間
に
あ
り
、
文
化
的
・

宗
教
的
に
も
そ
の
中
間
に
位
置

し
ま
す
。
西
洋
で
も
東
洋
で
も

な
い
こ
と
に
、
彼
ら
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
そ
こ

が
興
味
深
い

で
す
。
ト
ル

コ
人
は
人
間

味
の
あ
る
人

が
多
い
ん
で

す
。
例
え
ば

私
が
ト
ル
コ
の
友
人
を
訪
ね
る

と
、「
俺
の
家
に
泊
ま
れ
。
ホ
テ

ル
な
ん
て
キ
ャ
ン
セ
ル
し
ろ
」
と

い
う
展
開
に
な
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
（
笑
）。

─
─
ト
ル
コ
と
い
え
ば
、
エ
ル

ド
ア
ン
大
統
領
の
名
前
が
よ
く

国
際
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
登
場
し

ま
す
ね
。

岩
坂　

エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
は
、

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
の
ト
ル
コ

の
民
主
化
を
主
導
し
た
人
物
で
、

彼
の
政
権
が
目
指
す
の
は
、
ト

ル
コ
を
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
と

い
っ
た
強
国
に
左
右
さ
れ
な
い

自
立
し
た
地
域
大
国
に
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
外
交
の
舞
台

で
自
国
の
発
言
権
を
強
め
た
い

と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

─
─
リ
ビ
ア
情
勢
を
め
ぐ
っ
て

ロ
シ
ア
と
対
立
し
た
り
、
最
近

で
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の

ナ
ゴ
ル
ノ
カ
ラ
バ
フ
地
域
の
領

有
権
を
め
ぐ
る
同
国
と
ア
ル
メ

ニ
ア
の
軍
事
衝
突
に
も
介
入
し

て
い
ま
す
が
。

岩
坂　

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は

言
語
的
に
も
文
化
的

に
も
ト
ル
コ
と
近
い

「
兄
弟
国
」
な
ん
で

す
。
だ
か
ら
、
こ
の

局
面
で
同
国
を
支
持

し
な
い
と
い
う
選
択

肢
は
、
ほ
ぼ
あ
り
得

な
い
の
で
す
が
、
ト

ル
コ
が
強
気
な
外
交

政
策
を
見
せ
る
背
景

に
は
、
国
内
経
済
が

思
わ
し
く
な
い
と
い

う
事
情
も
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
る

中
で
、
国
民
の
支
持
を
つ
な
ぎ

と
め
る
た
め
に
は
、
外
交
で
「
強

い
ト
ル
コ
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

比
較
政
治
学
と
は
何
か
？

─
─
岩
坂
先
生
の
ご
専
門
は
「
比

較
政
治
学
」
で
す
が
、
こ
れ
は

ど
う
い
う
学
問
な
の
で
し
ょ
う

か
。

岩
坂　

一
言
で
い
え
ば
、
あ
る

政
治
的
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た

と
し
て
、「
な
ぜ
」
そ
れ
が
起
こ
っ

た
の
か
を
考
え
る
学
問
で
す
。
例

え
ば
一
口
に
「
民
主
化
」
と
い
っ

て
も
、
そ
の
過
程
は
国
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
ト
ル
コ
の
民

主
化
は
こ
う
だ
っ
た
け
ど
、
別

の
国
で
は
こ
う
だ
っ
た
、
と
比

〝
国
際
ニ
ュ
ー
ス
の
常
連
〟

ト
ル
コ
の
魅
力
と
は

法学部政治学科　岩
い わ さ か

坂 将
ま さ み ち

充  准教授
 【比較政治学、現代トルコ政治研究、中東イスラーム地域研究】

　

本
学
に
は
２
２
７
名
の
専
任
教
員
が
在
籍

（
令
和
２
年
５
月
１
日
現
在
）
し
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
号
か

ら
新
企
画
「
研
究
室
を
訪
ね
て
」
を
連
載
し
、

先
生
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る

の
か
、
そ
の
面
白
さ
は
何
か
、
学
生
時
代
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
聞
き
な
が
ら
研
究
の
魅

力
と
人
と
な
り
に
迫
る
。

ビルケント大学大学院経済社会科学研究科政治学専攻博士課程
（トルコ） 単位取得退学、上智大学大学院外国語学研究科地域研
究専攻博士後期課程単位取得満期退学。博士（地域研究）（上智
大学大学院）。研究テーマは、現代トルコにおける民主化・政軍関係・
対外政策。

       トルコ共和国の概要 Republic of Turkey

　トルコでは長らく議院内閣制（議会が指名する首相が執
政府の長）を採用していましたが、2017年の改憲国民投
票によって大統領制（国民が直接選出する大統領が執政府
の長）への移行が賛成多数で承認され、2018年の総選挙・
大統領選挙同時実施を経て正式に大統領制が採用されま
した。トルコの大統領制は、一般にイメージされるものよ
り司法府や立法府に対する大統領の影響力が大きく、権力
分立の観点から根強い批判があります。また、大統領個人
の思想信条が政策に反映されやすいという点も、社会の多
様なあり方を求める人々からは不安視されています。この
ような制度に対する支持は、2000年代を通じて首相・大統
領として政府を率いてきたエルドアン大統領の人気によっ
て支えられている部分が大きく、「エルドアン後」も果たし
てこの制度が適切なのかどうか、与党支持者たちの間でも
議論が分かれています。

トルコの友人と

トルコ料理（ピデ）

アンカラのモスク

面積： 780,576㎢（日本の約2倍）
人口： 8,315 万人
首都： アンカラ
民族： トルコ人（南東部を中心に

クルド人など）
言語： トルコ語（公用語）

宗教： イスラム教（スンニ派、アレ
ヴィー派）が大部分を占める

政体： 共和制
産業：サービス業（56.5％）、工業

（21.8％）、農業（6.4％）
1人あたりGDP：9,213ドル

出典：外務省

トルコの大統領制

研究室を
訪ねて Vol.

01

較
す
る
こ
と
で
、
差
異
と
同
時

に
共
通
点
も
見
え
て
く
る
。
こ

う
い
う
条
件
が
そ
ろ
っ
た
と
き
、

民
主
化
が
起
き
る
と
い
う
原
因

と
結
果
の
因
果
関
係
を
解
明
で

き
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と

今
度
は
、
そ
の
知
見
を
未
来
に

活
か
せ
る
よ
う
に
な
る
。
民
主

化
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
、
あ
る
い
は
独
裁
制
に
陥
ら

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
、
と
い
う
よ
う
な

考
え
方
が
で
き
ま
す
よ
ね
。

─
─
人
類
普
遍
の
〝
法
則
〟
を
探

る
ん
で
す
ね
。
最
後
に
学
生
の

皆
さ
ん
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

岩
坂　

ト
ル
コ
と
比
べ
る
と
、

日
本
で
は
政
治
と
国
民
と
の
距

離
が
遠
い
か
な
、
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ト
ル
コ
で
は
、

声
を
あ
げ
る
こ
と
で
政
治
に
何

か
を
伝
え
よ
う
と
い
う
意
識
が

ま
だ
ま
だ
生
き
て
い
ま
す
。
一

方
日
本
で
は
、
政
治
を
語
る
こ

と
自
体
に
今
は
ち
ょ
っ
と
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
空
気
が
あ
る
。
政
治
が

自
分
の
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
感
覚
を
も
っ
て
、大
い

に
語
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆

　

２
０
２
０
年
10
月
30
日
、
ト
ル
コ
で
地

震
が
発
生
し
、
１
１
６
名
（
11
月
５
日
付
）

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　　　

日
本
学
術
会
議
は
、
政

策
提
言
な
ど
を
政
府
か
ら

「
独
立
」
し
て
行
う
国
の
特

別
機
関
で
す
。
こ
の
た
め

法
律
に
よ
っ
て
「
優
れ
た

研
究
又
は
業
績
が
あ
る
科

学
者
」
か
ら
学
術
会
議
が

次
期
会
員
を
選
考
・
推
薦

し
、
そ
れ
を
首
相
が
任
命

す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
歴
代
内
閣
が

国
会
答
弁
で
確
認
し
た
手

続
き
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
二
〇
年

一
〇
月
一
日
、
学
術
会

議
の
次
期
会
員
候
補
者

一
〇
五
人
の
う
ち
六
人
が
、

菅
義
偉
首
相
に
よ
っ
て
会

員
に
任
命
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

た
だ
ち
に
学
術
会
議
は
、

理
由
の
説
明
と
、
候
補
者
全

員
の
任
命
を
要
望
し
ま
し
た
。

し
か
し
菅
首
相
は
任
命
に
応

じ
ず
、
そ
の
う
ち
一
部
メ
デ
ィ

ア
が
、
学
術
会
議
と
別
機
関

を
混
同
し
て
解
説

し
、
あ
る
い
は
欧

米
の
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
と
異
な
っ
て

日
本
学
術
会
議
だ

け
が
公
金
を
受
け

と
っ
て
い
る
と
紹

介
す
る
な
ど
、
虚

偽
情
報
を
流
し
ま

し
た
。

　

一
一
月
七
日
付

『
毎
日
新
聞
』
の
記

事
に
よ
れ
ば
、
こ

の
問
題
を
め
ぐ
っ

て
下
村
博
文
・
自

民
党
政
調
会
長
は
、

学
術
会
議
が
軍
事

研
究
を
否
定
す
る

な
ら
行
政
機
関
か

ら
外
れ
る
べ
き
だ

と
も
述
べ
て
い
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
例

え
ま
し
ょ
う
。
あ

る
チ
ー
ム
の
監
督

が
選
手
交
代
を
審

判
に
告
げ
ま
し
た
。

す
る
と
審
判
が
「
そ
の
控
え

選
手
の
交
代
は
認
め
ら
れ
な

い
」と
答
え
ま
す
。
監
督
は「
交

代
は
ル
ー
ル
通
り
だ
し
、
そ

も
そ
も
理
由
は
？
」
と
抗
議

し
ま
す
。
す
る
と
審
判
は
「
総

合
的
、俯
瞰
的
」
云
々
と
呟
き
、

そ
の
う
ち
観
客
席
の
一
部
か

ら
「
そ
の
チ
ー
ム
の
存
在
自

体
が
お
か
し
い
！
」
と
ヤ
ジ

が
飛
び
ま
す
。
…
…
こ
の
よ

う
な
世
界
で
ス
ポ
ー
ツ
が
成

り
立
つ
で
し
ょ
う
か
？

　

話
を
戻
せ
ば
、
科
学
者
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
部
を
な
す

本
学
で
も
、
こ
の
事
態
に
懸

念
の
声
が
あ
が
り
、
一
〇
月

一
四
日
に
は
「
北
海
学
園
大

学
教
員
有
志
の
声
明
」
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は

安
酸
学
長
は
じ
め
、
教
員

一
一
二
人
が
賛
同
し
て
い
ま

す
。
声
明
は
、
学
術
会
議
の

要
望
を
支
持
し
、
そ
の
対
応

も
し
な
い
ま
ま
に
学
術
会
議

の
組
織
改
革
を
政
府
が
急
ぐ

こ
と
は
慎
む
べ
き
だ
と
求
め

て
い
ま
す
。

　

為
政
者
が
ル
ー
ル
を
無
視

す
れ
ば
、
学
問
の
自
由
は
お

ろ
か
、
社
会
自
体
が
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
読
者
の
み
な
さ

ま
に
も
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
問
題
で
す
。

　

昨
年
度
、
生
命
工
学
科
の
研
究
室
か
ら
生

ま
れ
た
「
学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
」（
学
報

１
２
１
号
７
面
参
照
）
の
赤
ワ
イ
ン
が
、
ア
サ

ヒ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
誌
（
Ａ
Ｆ
Ｃ
プ
レ

ミ
ア
ム
プ
レ
ス
１
９
２
号 

２
０
２
０
年
８
月

18
日
）
で
紹
介
さ
れ
た
。

　

北
海
道
ワ
イ
ン
に
詳
し
い
ソ
ム
リ
エ
が
今
飲

ん
で
み
た
い
７
本
を
紹
介
す
る
特
集
の
中
で
取

り
上
げ
ら
れ
、
本
ワ
イ
ン
の
味
わ
い
に
加
え
、

食
事
の
お
す
す
め
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
記
事
は
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

https://w
w

w.asahi-
afc.jp/prem

ium
s/

special/192

学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン

ア
サ
ヒ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
誌
で
紹
介
さ
れ
る

日本学術会議の会員候補の
菅首相による一部任命拒否について

経
済
学
部
教
授

大お
お

屋や 

定さ
だ
は
る晴
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就 活
特 集 就職活動を徹底解説

内定者によるパネルディスカッション

YouTube で
限定公開中

※視聴方法は 6 面右下を
　ご参照ください。

　いよいよ就職活動（以下、就活）が本

格化する時期です。新型コロナウイルス

の影響で私たちの生活様式は大きく変

化し、就活も例外ではありません。企業

ではオンライン説明会や面接など従来に

はない取り組みが行われています。就活

を始める学生の皆さんも、さまざまな変

化に対応できるよう早い時期から準備

をすることが大切です。

　キャリア支援センター主催「内定者に

よるパネルディスカッション」がオンライ

ンで公開中です（登録者限定）。民間・

公務員に内定した 4 人の学生に、それぞ

れ就活について語ってもらいました。

土井　綾花
Ayaka Doi

人文学部日本文化学科４年

内定先：
株式会社ジャパンテクニカルソフトウエア

実家暮らし

小山　悠介
Yusuke Koyama

経済学部経済学科４年

内定先：
森永乳業北海道株式会社

一人暮らし

安田　史建
Fumitate Yasuda

法学部法律学科４年

内定先：公務員
（国家一般職合格）
実家暮らし

石﨑　七菜子
Nanako Ishizaki

経済学部地域経済学科４年

内定先：公務員
（国家一般職合格）

実家暮らし

キャリア支援センター 主任

荒
あらかわ

川 恭
きょう

介
すけ

（CDAキャリアコンサルタント）
（写真上段中央）

　　　3 年生の時から学内の公務員講座を受講していました。本格的に始めたのは 3
年の 9 月頃から。少しずつ勉強の時間を増やしていき、12 月には約 8 時間勉強して
いました。国家公務員と札幌市役所を目指していたので、とにかく受験科目数が多かっ
た。でも他の公務員志望者は、僕と同じくらいかそれ以上勉強していると思います。

A1 　　　学内の公務員講座は 2 年生から受講していましたが、部活やアルバイトをし
ていたので、本格的に勉強を始めたのは 3 年生の夏頃からです。4 年次から予備校
に通い、面接対策や科目ごとのまとめをしていました。コロナの影響で情報が少なく、
予備校の説明会などで情報を得ていました。

A1

A4　　　公務員試験はとにかく長期戦です。試験までは、
たくさん時間があるので毎日サボらず継続することが、合
格の鍵になると思います。僕は、予備校に通っていなかっ
たので、情報が手に入らなかったことに苦労しました。予
備校の友達がいるのであれば、「この科目がいい」、「この
科目を取ろう」などの情報共有をするといいと思います。

A1　　　就活を始めたのは 2 年生の夏休み明け。1 つ上の
先輩たちと、合同企業説明会に参加しました。やりたい
ことや就きたい仕事がわからず、多くの企業のお話を聞
いてみようと思い早めに開始。内定をいただいた企業に
は、3 年の冬にインターンシップに参加。3 月にエントリー
シートを出し、内定をもらったのは 5 月末です。

A1　　　3 年生の 6月にインターンシップ合同説明会に行っ
たのが、就活の始まりです。夏休みから 2 月までの間
に、幅広い業種の短期や長期のもの、合わせて 10 社く
らい参加しました。業種を定めたのは4 年生の 7月頃で、
企業への応募は 20 社くらい、内定をいただいたのは 2
社です。

A4　　　自分から動くことを大切にしてほしいです。官庁
の説明会や相談会などがリアルでもオンラインでもあ
り、説明会には定員があるので早めに動いてください。
それから、スケジュール管理が必要です。公務員は勉
強も面接対策もしなければいけないので、アプリを使っ
たり、スケジュール帳をつけてください。

A2　　　公務員の勉強は横の動きが見えにくく、とくに今年はコロナの影響で周りの状
況がわかりづらかった。スタディープラスというアプリを活用し、他の公務員受験者と
情報を共有してモチベーションを維持していました。並行して民間企業も受けようと思
いましたが、先輩に「そんなに余裕はないよ」と言われやめましたが、その通りでした。

A2　　　モチベーションの維持が大変でした。コロナの影響で試験が延期になり「い
つまで勉強すればいいんだろう」という心配がありました。その際は、ZOOM を使っ
て友人に相談したり、親に話を聞いてもらうなど、不安を解消していました。また、
私は経済学部ですが、公務員の試験は法律系の科目が多いことも辛かったことです。

A3 A3　　　母が勉強の時間に合わせてご飯を作ってくれたり、体調管理をしてくれたこと
が嬉しかったです。僕の数倍も生きていて、かつ公務員の父の言うこと全てがアドバ
イスで、聞いた知識は面接でも活かすことができました。プレッシャーに感じたこと
はあまりないですが、模試の結果や最近の調子を聞かれると、少し感じました。

　　　エントリーシートを書くことが大変でした。企業の担当者は数多くの書類を見
ます。一目見ただけでわかるように僕の人生を具体的に掘り下げて書くこと、一言目
で強みをアピールすることを意識しました。1 社書くのに 3 〜 5 日欲しいです。今年は
対面式よりもオンラインの面接を多く行い、背景や光の入り方などに気を使いました。

A2 　　　やりたいことがわからないことに悩みました。キャリア支援センターに相談して
「やりたことはやっていくうちに見つかるもの」とアドバイスをもらい、向いていそうな
仕事に挑戦してみることにしました。私は人文学部なので IT 企業は候補から外してい
ましたが、勉強する意欲があれば、理系や文系は関係ないと説明会で聞き選びました。

A2

A3　　　一人暮らしなので時間が空いた時に LINE で連絡を取っていました。うまくいか
なかったときの「大丈夫だよ」の一言には救われたし、頑張ろうと思えました。両親
の言葉が一番嬉しく、心に響きます。プレッシャーは人より感じなかったと思いますが、
コロナの影響で、結果が先延ばしになったときに心配されると不安になりました。

A3　　　第一志望の企業に落ち、落ち込んでいる時に父がご飯を作ってくれたことが
嬉しく、送り迎えや交通費をくれたこともありがたかったです。志望動機の添削を
お願いしたときに、「SE になれるの？」と言われたときは怒りを感じました（笑）。
就活中はナイーブなので…。最終的に就職先を決める時は、背中を押してくれました。

A4　　　一番大事なのは自分自身の決断です。やりたいと思うことに全力で向き合う
ことが大切です。周りの意見もありますが、今後何十年も送る人生の中で、どうい
う仕事をしたいのか自分で決断してほしいです。あとは、妥協しないこと。最後ま
で自分がやりたいと思うことを完走しきれるように頑張ってほしいと思います。

A4　　　土日は休みが良いなとか、長時間は働きたくないなとか思うけど、そう思う
ことがいけないことなんじゃないかなと感じていました。でも、自分の考えや気持
ちを素直に捉えて大事にしてほしい。相談することも大切です。人に話すことで考
えが整理できたり、客観的な意見をもらうことができます。　　

　　　感謝していることはたくさんあります。差し入れをくれたり、交通機関がない時
間帯には、面接会場までの送り迎えをしてくれました。逆に、地元に残ってほしいと言
われたことがプレッシャーでした。国家公務員を目指していたので、全国転勤がありま
す。説得するために、自分でプレゼン資料を作り、説明をして納得してもらいました。

2020内定者
パネルディスカッション

Q1就職活動の
スケジュールは？

Q2大変だったこと、
それをどう乗り越えた？

Q3就職活動中の
親からのサポートは？

Q4就活生へメッセージ！

安田 石﨑

土井小山

公務員

民 間

公務員

民 間

学生・保護者
のための

就職活動情報
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保護者のための
オンライン就職環境勉強会開催

企業の担当者に聞く！　　コロナ禍の採用状況

インターンシップ　　　就職活動の第一歩Interview

Interview

キャリア支援センター長

春
かす

日
が

 賢
さとし

経営学部教授

企業の採用意欲は変わらず
　厚生労働省発表の最新の有効求人倍率は 1.04 倍で、
今年 1 月から 8 カ月連続で低下し、6 年 7 カ月ぶりの低
水準となっています。しかし、旅行・観光関連をのぞく
業界全体の採用意欲はいまだに高い状況にあります。9
月初旬に北海道新聞が道内企業を中心に行った採用意
向調査によると、新卒採用を予定している企業は 50.9％
で、昨年 6 月の 48.8％を 2.1 ポイント上回っています。ま

た、新型コロナウイルスの影響による採用人数については、「変えていない」が
91.7％、「減らした」が 4.5％、「増やした」が 3.8％と、企業側の採用意欲は落
ち込んでいないことがわかります。
　実際、今年度も本学にも多くの求人が寄せられています。企業側はもともと
採用意欲が高かったところに、コロナ禍で十分な採用活動ができていない状況
にあります。そこで、後ろ倒しに採用活動を行っているのです。今後もそれなり
に求人数は見込まれることから、特定の業種や職種へのこだわりさえなければ、
内定獲得のチャンスはまだ十分にあります。なお、本学の公務員の合格状況に
ついては、10 月 16 日現在、やや落ち込んではいるものの、ほぼ昨年度並みの
水準です。
　しかし、来年度とりわけ後半以降については、楽観できません。いまだコロ
ナ禍の収束が見込めない中、景気先行きへの不透明感は増すばかりです。一般
的な傾向として、多くの業界で求人を控える動きが顕著になっていくと予想され、
就活生にとって厳しい状況となるでしょう。現 3 年生は当センターを利用するな
どして、早めに備えておく必要があります。

オンライン化が進む採用活動 今だからこそ希望の企業へ

ーーコロナ禍の中、採用状況は従来と比
べていかがですか？
　例年よりも早く予定人数を採用するこ
とができました。各媒体主催の企業説
明会が中止となる中、オンラインでの単
独説明会と面接の実施を決定し、事前
に接触していた学生さんにいち早く情報
を提供できたことが結果につながったと
分析しています。
ーー今年度の選考はオンラインのみで
行ったのですか？
　最終面接はオンラインとリアルのどち
らかを選べるようにしました。最後まで
オンラインのみで内定を受けた人もいま
す。また、道外の学生と接触できる機
会が増えたのが良かったです。
ーー1度も会ったことのない学生さんを採
用することについては？
　コロナ禍になる前からオンライン面接
を検討していました。昨年、実証実験
としてリアルでの印象と画面越しでの印

象の差を比べましたが、大きな違いが
ないことがわかりました。
ーー今後オンラインでの面接が増えていく
と思いますが、コツやポイントは？
　基本的に従来の面接と変わらないで
すが、オンラインだと雰囲気やその場の
ノリで乗り越えてきた人は伝わりにくく
なると思います。逆にリアルの面接で緊
張して喋れなかった人が喋れるように
なり、伝わりやすくなったと思います。
ーー北海学園生のイメージは？
　やりたいことやどうなりたいのか、
ベースがしっかりしている学生が多い印
象です。弊協にも卒業生が多数います
が、早い段階で次のステップに進んでい
けています。
ーー学生に求めることは？
　誠実さ、チャレンジできる人、気づけ
る力、この 3 つです。来年以降は変化
に対応し、行動にうつせる人が求めら
れると思います。

自由度の高いインターンシップで
刺激的な経験

ーーどこの企業のインターンシップに参加
しましたか？
　夏休み期間に学生の就活支援を行う、
エス・イー・ジャパンに行き、今も活動
を継続しています。
ーーどのような活動をしたのですか？
　学生の就活サポートを行う就活カフェ

「Campus Add」のプロモーション動画の
制作と、今も継続しているのが人事交流

会の企画です。
ーー人事交流会の企画とは？
　いろいろな業種の人事担当者を集めた
交流会です。不安や悩みを企業同士が話
し合い解決するというものです。これを
ベースに僕が学生の視点から、カスタマ
イズして企画をしています。
ーーどのように進めているのですか？
　直接企業の人事の方のお話を聞くなど
して企画書を作り、社員の方に提出し、
改善していく作業を繰り返しています。
資料を作り 10 分間のプレゼンテーション
も社内で 2 回行いました。
ーー学生の視点から新しい企画はできまし
たか？
　企業の方から、コロナ禍による学生の
就活の変化、企業説明会で学生が求め
る情報を知りたいと聞きました。それを

もとに 3 年生の学生をターゲットにし、
企業 2 社、学生 2 名、内定学生 1 名の対
面式で交流会を行う予定です。企業の
会社説明に対し学生が意見を伝え、今後
の採用活動につなげてもらうのが目的で
す。
ーーインターンシップに参加してみていか
がですか？
　すごく刺激的です。自由度の高いイン
ターンシップなので、自分から動いただ

け経験ができました。授業などがオンラ
インになる中、対面の大切さを感じまし
た。
ーーこれから本格的な就活が始まりますね。
　オンラインを使った面接や選考が増え
ると思うので対策が必要ですね。オンラ
インで感情を伝えるような、表情が出る
ような話し方が必要だと感じます。また、
気になる企業さんには、自ら足を運んで
直接会うのもありだと思います。

ーーコロナ禍の中、採用状況は従来と比
べていかがですか？
　説明会を開催しても学生さんが少な
いように感じます。内定率は上がってい
ないと聞きますが、その割に応募は少
なく苦戦しています。
ーー従来どおりの説明会や採用活動はで
きましたか？
　説明会は、オンラインが 1、リアルが 2
くらいの比率です。当社は直接学生さん
にお会いして、一緒に机を並べて仕事を

したい人かどうか、を採用基準のひとつ
にしています。リアルを重視している会
社にとってこの状況は厳しいですね。
ーーオンラインとリアルのイメージは違い
ますか？
　違いますね。表現は難しいですが、
会わないとわからない雰囲気があると
思います。
ーー学生に求めることは？
　リーダー気質の方が少ないように思い
ます。自分で考えて対応できる学生さん
が増えると嬉しいです。
ーー北海学園生のイメージは？
　コニュミケーション能力の高い人が多
いと感じます。頭の回転が早く会話がテ
ンポ良く進むという印象があります。
ーー学生にメッセージを。
　大変な時代だと思いますが、こうい
う時だからこそ希望の会社を見つけるこ
とができれば、人生の糧になると思い
ます。めげずに頑張ってください。

プレゼンテーションの様子

2020年度インターンシップ受け入れ企業一覧
NTT東日本－北海道 ディスコ札幌支社 法務省札幌法務局

岩田地崎建設 ドーコン 三井住友海上火災保険

エヌ・ティ・ティ・システム開発 ビッグ 社会福祉法人はるにれの里

オカモトグループ フォレステック 出口秀樹税理士事務所

グローヴエンターテイメント ホットハウス 小樽市総合博物館

ダンロップタイヤ北海道 マイナビ 陣上工業

トヨタカローラ札幌 よねざわ工業 創和プロジェクト

トヨタモビリティパーツ北海道統括支社 ロゴスホーム 帯広市役所

ハミューレ 井上技研 大学生協

北海電気工事 高木組 第一生命保険札幌コンサルティング営業室

ヤマチユナイテッド 大林組 中井聖建設

エイチ・ビー・エヌ 竹中工務店 渡辺パイプ

遠軽町役場 東横イン 東京コンピュータサービス

アジェンダ 内池建設 独立行政法人国際協力機構北海道センター（JICA北海道）

アセットプランニング 北海道アルバイト情報社 日本仮設

アドヴァンスト・ソフト・エンジニアリング 丸彦渡辺建設 日本交通技術
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　キャリア支援センターでは毎年、保護者の皆様向けの「就職支援勉強会」を
実施しておりましたが、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、
大学等にお集まりいただくことなく情報発信できるよう、オンラインでのパネル
ディスカッションを企画いたしました。内定を獲得した 4 年生の体験談（録画）と、
就職情報社と公務員予備校にご協力いただき、「Zoom」アプリを利用したライ
ブ配信のパネルディスカッションの２本立てとなります。
　ご視聴を希望される方は、QR コードを読み取るか下記 URL からお申込みく
ださい。ご視聴方法は、申し込みいただいた日の翌月曜日にメールにてご連絡
いたします。

10：30ー 12：00（予定）

就職情報社と公務員予備校との
パネルディスカッション

令和 2年

12/12 土

■ 申込期間：	11月9日（月）〜	12 月 6日（日）
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeei-
dhwvc8rCE6n1j1BO3_Z7LHzfChBDTPguKf2Lukj8q1vw/viewform

※ 4 年生の体験談については YouTubeでの登録者限定配信としているため、お申込みいただい
た皆様に視聴用 URL を送信致します。
※就職情報社と公務員予備校とのパネルディスカッションは視聴者数が 500 人に制限されてい
るため、一家族の視聴予約は 1 件とさせていただきます。視聴者上限に達した時点で受付を終
了いたしますので、あらかじめご了承ください。

経営学部経営学科 3 年　
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10 月 26 日に開催された企業説明会
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人
事
や
労
務
管
理
の
専
門
家
、

社
会
保
険
労
務
士
（
以
下
、
社

労
士
）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
時
差
出
勤

や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
対
応
に
追
わ
れ
る
企
業
の
間

で
、
社
労
士
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

前
号
の
山
口
英
里
子
さ
ん
が
、

生
命
保
険
会
社
の
営
業
か
ら
一

念
発
起
し
て
社
労
士
の
資
格
を

取
得
し
開
業
し
た
遠
藤
起
予
子

さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

■ 

■　
　
■ 

■ 

■　
　
■ 

■

　

主
な
仕
事
は
、
企
業
か
ら
の

働
く
こ
と
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
を
解
決
に
導
い
た
り
、
給

与
計
算
や
労
務
相
談
、
入
退
社

の
手
続
き
、
就
業
規
則
の
作
成
、

雇
用
調
整
助
成
金
申
請
な
ど
の

代
行
業
務
だ
。
他
に
も
障
害
年

金
な
ど
年
金
の
相
談
に
応
じ
た

り
、
年
金
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開

催
し
て
い
る
。
北
海
学
園
大
学

の
法
職
講
座
で
も
平
成
24
年
か

ら
５
年
間
、
講
師
を
務
め
た
。

　

特
に
、
中
学
、
高
校
、
大
学

で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
社
会
保

険
制
度
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ

を
強
く
語
り
か
け
て
い
る
。

　
「
社
会
の
仕
組
み
は
ど
ん
ど
ん

複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分

で
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、

こ
れ
か
ら
は
自
分
で
労
働
基
準

法
や
年
金
、
健
康
保
険
な
ど
社

会
に
関
す
る
仕
組
み
を
勉
強
し

て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
」

■ 

■　
　
■ 

■ 

■　
　
■ 

■

　

大
学
を
１
９
９
８
年
に
卒
業
。

本
学
出
身
で
税
理
士
で
あ
る
父

の
影
響
も
あ
り
、
学
生
の
と
き
か

ら
経
営
者
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
何
を
や
り

た
い
の
か
わ
か
ら
ず
模
索
。
就

職
活
動
も
「
ピ
ン
と
こ
な
く
て
、

あ
ま
り
や
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と

い
う
。

　

結
局
、
生
命
保
険
会
社

に
営
業
職
と
し
て
入
社
。

当
時
は
離
職
者
が
多
く
、

２
年
目
で
グ
ル
ー
プ
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
。
す

る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談

が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

　
「
出
勤
途
中
に
足
を
く
じ

い
て
し
ま
っ
た
新
卒
の
後

輩
か
ら
、
先
輩
、
こ
れ
っ

て
労
災
で
す
よ
ね
と
聞
か

れ
た
ん
で
す
が
、
当
時
の

私
は
、
労
災
の
意
味
す
ら
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

ま
た
、
同
期
が
子
ど
も
を
出

産
す
る
こ
と
に
な
り
、
諸
手
当

や
産
休
制
度
の
相
談
に
も
ま
っ

た
く
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
「
当
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

な
く
、
本
屋
で
調
べ
て
い
た
と

き
に
、
社
労
士
の
仕
事
を
知
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
、

勉
強
し
て
資
格
を
取
ろ
う
と
、

25
歳
の
時
に
仕
事
を
し
な
が
ら

専
門
学
校
に
通
い
始
め
ま
し
た
」

　

２
年
間
通
い
、
二
度
目
の
試

験
で
合
格
し
た
。

　
「
私
は
短
期
集
中
型
。
試
験
前

の
３
カ
月
間
は
特
に
集
中
し
、
土

日
は
10
時
間
く
ら
い
勉
強
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
」

　

２
０
０
２
年
に
開
業
し
、
18

年
が
経
っ
た
。
労
務
の
問
題
は

「
人
」
の
問
題
で
も
あ
り
、
そ
こ

に
難
し
さ
が
あ
る
。
正
し
い
答

え
は
な
く
、
自
分
で
答
え
を
導

き
出
し
て
提
案
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
障
害
年
金
の
手
続
き

に
お
い
て
は
複
雑
で
一
人
一
人

の
状
況
も
異
な
る
。
詳
し
く
調

べ
て
申
請
し
、
年
金
受
給
と
な
っ

た
と
き
は
、
本
当
に
人
の
役
に

立
て
た
と
実
感
す
る
と
い
う
。

　
「
初
め
か
ら
長
く
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
公
務
員
や

民
間
企
業
だ
と
定
年
ま
で
約
40

年
。
自
営
な
ら
50
年
60
年
は
働

け
る
ん
で
す
。
収
入
が
得
ら
れ

る
、
得
ら
れ
な
い
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
か
の
役
に
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
長
く
生
き
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
し
て
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
社

会
も
企
業
も
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
。

　
「
大
手
企
業
で
あ
っ
て
も
希
望

退
職
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。
会

社
に
は
１
０
０
％
頼
れ
な
い
の

が
現
実
。
会
社
員
で
あ
っ
て
も

も
自
分
で
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、

自
分
で
稼
ぐ
す
べ
を
身
に
つ
け

て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
今

後
は
委
託
業
務
や
自
営
が
増
え

て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
」

■ 

■　
　
■ 

■ 

■　
　
■ 

■

　

学
生
時
代
は
、
社
会
に
出
て

か
ら
役
立
つ
と
の
母
親
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
て
ゴ
ル
フ
部
に

入
り
、
土
日
は
キ
ャ
デ
ィ
の
ア

ル
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
た
。「
大

学
で
は
あ
ま
り
勉
強
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
（
笑
）。
で
も
バ
イ
ト

で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
強
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
キ
ャ

デ
ィ
の
仕
事
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
年
代
の
社
会
人
と
接
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養

い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
は
、
20

代
で
営
業
を
し
て
い
た
と
き
も
、

現
在
で
も
、
す
ご
く
役
立
っ
て

い
ま
す
」
と
振
り
返
る
。

　
「
大
学
は
自
由
で
し
た
が
、
そ

こ
に
は
責
任
が
伴
う
し
、
自
分

で
決
断
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。
そ
の
中
で
自
分
は
ど
う

し
て
い
き
た
い
か
を
確
立
さ
せ

て
い
か
な
い
と
、
な
ん
と
な
く

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
何
か

一
つ
、
自
分
の
軸
を
持
つ
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」

■ 

■　
　
■ 

■ 

■　
　
■ 

■

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

札
幌
市
生
ま
れ
。

１
９
９
８
年
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
卒

業
。
同
年
、
生
命
保
険
会
社
に
営
業
職
と
し

て
入
社
。
２
０
０
２
年
、
社
会
保
険
労
務
士

試
験
合
格
、
開
業
。
北
海
道
社
会
保
険
労
務

士
会
所
属
。
一
般
社
団
法
人
ワ
ー
ク
ル
ー
ル 

北
海
道
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
中
学
、
高

校
、
大
学
な
ど
で
多
数
講
演
。
２
０
１
７
年

か
ら
札
幌
市
主
催
「
60
代
か
ら
の
仕
事
説
明

会
」
で
年
金
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
担
当
。

人
の
役
に
立
つ
仕
事
を

生
涯
続
け
て
い
き
た
い

学園学園人人脈記脈記第 14 回
遠藤起予子社会保険労務士事務所

特定社会保険労務士  遠
え ん ど う

藤 起
き よ こ

予子 氏
経済学部経済学科 平成9年度卒・45 期生

弘前大学で労働と社会保険に関する講演を
行う遠藤さん　

は せ かつ し

長谷 勝司
株式会社 一条工務店 札幌北展示場 営業課

経済学部経済学科 令和元年度卒・Ⅱ64期生 

い　が　ら　し あや ね

五十嵐 彩音

札幌地方検察庁公判部
 検察事務官

法学部法律学科
令和元年度卒・54期生

　
『
家
は
、
性
能
。』
営
業
職

を
希
望
し
て
就
職
活
動
を
し

て
い
た
長
谷
さ
ん
が
、
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
の
一
条
工
務
店
に

決
め
た
理
由
は
こ
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
に
あ
る
と
お
り
、
性
能

や
品
質
へ
の
〝
こ
だ
わ
り
〟
だ
っ

た
。

　
「
内
定
承
諾
前
に
石
狩
に
あ
る

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
見
学
し
て
、
す

ご
い
な
と
感
動
し
た
ん

で
す
。
こ
れ
な
ら
自
信

を
持
っ
て
お
客
様
に
販

　

検
察
庁
の
仕
事
は
捜
査
公
判

部
門
、
検
務
部
門
、
事
務
局
部

門
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
検
察

事
務
官
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

五
十
嵐
さ
ん
の
所
属
す
る
公
判

部
で
は
起
訴
さ
れ
た
刑
事
事
件

に
つ
い
て
、
検
察
官
の
行
う
捜

査
や
裁
判
の
立
会
い
な
ど
を
補

佐
し
、
検
察
官
の
指
揮
を
受
け

て
判
決
が
出
る
ま
で
仕
事
を
進

め
て
い
く
。
五
十
嵐
さ
ん
は
立

会
事
務
官
を
希
望
し
て
い
る
。

　
「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
影
響
も
あ

り
、
非
常
に
興
味
が
あ
る
部
署

で
す
。
若
い
う
ち
に
ぜ
ひ
経

験
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
庁
。
新

売
で
き
る
な
と
。
そ

こ
で
入
社
を
即
決
し

ま
し
た
（
笑
）」。

　

し
か
し
な
が
ら
今
年
の
入
社

式
は
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
同

期
に
も
会
え
な
か
っ
た
。
毎
年
、

静
岡
県
浜
松
市
に
あ
る
本
社
で

１
カ
月
間
行
わ
れ
る
新
入
社
員

研
修
も
リ
モ
ー
ト
に
変
更
。
現

人
研
修
は
中
止
と
な
り
、
現
在

も
リ
モ
ー
ト
で
継
続
し
て
行
わ

れ
て
い
る
。
５
月
に
は
テ
レ
ワ
ー

ク
も
経
験
し
た
。

　
「
検
察
庁
で
初
め
て
の
テ
レ

ワ
ー
ク
導
入
に
、
大
勢
の
人
が

話
し
合
っ
て
行
動
し
て
い
る
の

を
見
て
、
検
察
庁
っ
て
も
っ
と

堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

し
た
が
、
柔
軟
に
対
応
す
る
職

場
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　

現
在
は
先
輩
や
上

司
に
聞
き
な
が
ら
、

日
々
の
業
務
を
一
つ

在
も
月
に
１
～
２
回
、
本
社
と

各
地
に
配
属
さ
れ
た
新
入
社
員

と
ズ
ー
ム
で
つ
な
げ
て
研
修
が

行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。「
こ
の

よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
本

来
対
面
で
行
う
打
ち
合
わ
せ
や

商
談
を
リ
モ
ー
ト
で
行
う
の
も

新
し
い
や
り
方
な
の
か
な
」
と

前
向
き
に
捉
え
て
い
る
。

　
「
今
は
先
輩
に
同
行
し
て
基
礎

を
学
ん
で
い
ま
す
が
、
正
直
こ
ん

な
に
大
変
だ
と
は
思
わ
な
か
っ

た
で
す
（
笑
）。
あ
ら
ゆ
る
知
識

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
し
、
先
輩

か
ら
は
、
お
客
様
が
住
ん
で
か

ら
が
本
当
の
お
付
き
合
い
の
ス

タ
ー
ト
だ
と
。
少
し
で
も
早
く

独
り
立
ち
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。
目
標
は
、
年
間
10
棟

を
売
る
営
業
マ
ン
で
す
」
と
表

情
は
明
る
く
、
希
望
に
満
ち
て

い
る
。

一
つ
覚
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

◎　

◎　

◎

　

も
と
も
と
警
察
官
志
望
だ
っ

た
五
十
嵐
さ
ん
は
、
大
学
で
法

律
を
学
び
、
そ
れ
を
活
か
せ
る

事
務
的
な
仕
事
を
し
た
い
と
考

え
、
検
察
事
務
官
を
め
ざ
し
た
。

　

公
務
員
試
験
対
策
は
学
内
の

公
務
員
講
座
の
み
。
２
年
次
か

ら
受
講
し
、
３
年
の
夏
か
ら
本

格
的
に
問
題
集
に
取
り
組
ん
だ
。

　
「
何
回
も
問
題
集
を
回
し
ま
し

た
。
一
周
目
、
二
周
目
は
わ
か
ら

な
く
て
当
た
り
前
。
そ
れ
で
落

ち
込
ま
ず
に
、
何
回
も
回
す
の

が
大
事
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
苦

手
科
目
を
早
め
に
捨
て
て
、
点

数
を
取
れ
そ
う
な
部
分
に
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。
早
め
に
し
っ
か

り
対
策
を
練
る
の
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校
受
験

や
大
学
受
験
よ
り
も
一
番
勉
強

◎　

◎　

◎

　

大
学
は
「
親
に
は
経
済
的
に

苦
労
を
か
け
た
く
な
か
っ
た
か

ら
」と
２
部（
夜
間
）を
選
ん
だ
。　
　

　
「
実
際
の
と
こ
ろ
、
１
部
も
２

部
も
先
生
や
授
業
内
容
は
ほ
ぼ

同
じ
で
し
た
ね
」

　

二
つ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け

持
ち
し
て
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
警
備

の
会
社
で
来
場
者
の
誘
導
や
ク

レ
ー
ム
対
応
な
ど
に
あ

た
る
仕
事
で
は
、
ア
ル

バ
イ
ト
リ
ー
ダ
ー
も
経

験
。
自
分
で
考
え
な
が
ら
仕
事

を
す
る
楽
し
さ
を
学
ん
だ
。「
今

思
う
と
、
よ
く
あ
ん
な
に
動
け

た
な
と
思
い
ま
す
ね
（
笑
）。
で

も
充
実
し
て
い
て
本
当
に
楽
し

か
っ
た
」
と
懐
か
し
む
。

　
「
大
学
時
代
は
、
本
当
に
遊
ん

だ
方
が
い
い
。
社
会
人
に
な
る

と
自
分
の
時
間
が
少
な
く
な
り

ま
す
か
ら
。
４
年
間
は
あ
っ
と

い
う
間
。
何
で
も
い
い
。
い
ろ

ん
な
経
験
を
し
て
く
だ
さ
い
」

し
ま
し
た
ね
。
一
日
10
時
間
を

目
標
に
、
し
っ
か
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
み
ま
し
た
」

　

公
務
員
志
望
の
学
生
を
支
援

す
る
サ
ー
ク
ル
、
コ
ム
エ
ッ
グ
の

先
輩
た
ち
に
も
お
世
話
に
な
っ

た
。「
模
試
の
結
果
が
悪
く
て
自

信
が
な
く
な
っ
た
時
に
相
談
に

の
っ
て
く
れ
た
り
、
面
接
の
練

習
も
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

う
い
う
支
援
は
ど
ん
ど
ん
使
っ

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
」

　

大
滝
准
教
授
の
民
法
の
ゼ
ミ

で
は
、
一
つ
の
判
例
結
果
に
対

し
て
賛
成
の
チ
ー
ム
と
反
対
の

チ
ー
ム
分
か
れ
て
討
論
し
、
論

理
立
て
て
考
え
、
発
言
す
る
力

を
身
に
つ
け
た
。

　

ま
た
、
デ
パ
ー
ト
で
の
接
客

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
通
し
て
、
い

ろ
ん
な
人
と
話
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
ゼ
ミ
で
も
部
活
で
も
何
か
一

つ
全
力
で
や
っ
て
お
く
と
、
自

信
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

確
か
な
品
質  

自
信
を
持
っ
て
お
客
様
へ

松田 孝康

1999年度道展出品（油彩100号）
豊平校舎５号館6階
ロビー南側壁面展示

豊陵会寄贈絵画 12

『出を待つ』

《プロフィール》1938 年小樽市生まれ。元看
護師。北海道美術協会（道展）会員、小樽美
術協 会。1972 年・1973 年道 展 受 賞、1976 年
水彩連盟賞受賞、1982 年・1985 年全道勤労
者文化創作展特別賞受賞など。

　

第
９
回Esri Young Scholar

Award

を
受
賞
し
た
大
学
院
文

学
研
究
科
修
士
１
年
の
蟬
塚
咲

衣
さ
ん
（
学
報
１
２
３
号
５
面

参
照
）
が
そ
の
功
績
を
認
め
ら

れ
10
月
９
日
、
学
長
賞
を
授
与

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
受
賞
を
紹
介
す
る
記

事
が
９
月
３
日
付
「
北
海
道
新

聞
」
朝
刊
（
札
幌
版
）
に
も
掲

載
さ
れ
た
。

Ｅ
Ｙ
Ｓ
Ａ
賞
受
賞　

大
学
院
生 

蟬
塚
咲
衣
さ
ん

学
長
賞 

授
与

表彰状を授与された蟬塚咲衣さん（右）

▽
９
月
２
日 

岩
田
地
崎
建
設
株

式
会
社 

取
締
役
専
務
執
行
役
員

建
設
本
部
長 

佐
藤
護
氏
、
同
北

海
道
本
店
第
一
営
業
部
次
長 

木

村
文
彦
氏
、
同
総
務
部
広
報
課 

工
藤
庸
介
氏

▽
10
月
９
日 

文
学
研
究
科
日
本

文
化
専
攻
修
士
課
程
１
年 

蟬
塚

咲
衣
氏

▽
10
月
16
日 

在
札
幌
大
韓
民
国

総
領
事
館
総
領
事 

朴
賢
圭
氏
、

同
領
事
館
副
領
事 

李
明
光
氏
、

同
領
事
館
研
究
員
兼
秘
書 

李
侑

扇
氏

岩田地崎建設株式会社 ･ 佐藤護取締役
専務執行役員建設本部長（正面右）と
木村文彦第一営業部次長（正面左）

コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
た
職
場
の
姿
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今
年
２
月
に
、『
非
国
民
文

学
論
』
を
上
梓
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
。
初
出
誌
「
詩
学
」
で

の
連
載
は
２
０
０
３
～
０
４
年

で
あ
り
、
10
年
以
上
を
経
て
よ

う
や
く
一
冊
に
ま
と
ま
っ
た
こ

と
に
な
る
。
当
時
か
ら
ご
指
導

ご
鞭
撻
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
は
尽
き
な
い
。

　

拙
著
は
、
戦
時
用
語
が
日
常

語
で
あ
っ
た
昭
和
の
戦
時
下

に
、「
非
国
民
」
と
他、

称、

さ
れ

た
人
々
の
精
神
史
を
、

文
学
作
品
を
補
助
線

に
考
察
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
当
時
の
、
さ
ら

に
は
今
日
に
お
け
る
「
国
民
」

と
い
う
概
念
を
検
証
す
る
試
み

で
も
あ
っ
た
。

　
「
非
国
民
」
と
い
う
言
葉
は
、

文
学
作
品
で
は
日
清
戦
争
後
に

現
れ
た
が
、
常
に
他
称
と
し
て

存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に

昭
和
の
十
五
年
戦
争
下
、
そ
の

言
葉
は
、
国
を
挙
げ
て
の
戦
争

に
協
力
的
で
は
な
い
と
見
な
さ

れ
た
人
々
に
向
け
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
基
準
の
一
つ
が
身
体

面
で
あ
っ
た
こ
と
も
看
過
で
き

な
い
も
の
だ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
、
兵
役
に
つ
く
こ

と
の
で
き
な
い
病
者
や
、
徴
兵

検
査
で
「
丙
種
」
合
格
に
な
っ

た
人
々
（
召
集
を
う
け
な
い
第

二
国
民
兵
）
は
、
総
力
戦
の
時

代
に
は
疎
外
さ
れ
る
側
と
な
っ

た
。
精
神
的
に
は
国
に
従
順
な

民
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
身
体

的
に
は
非
国
民
と
称
さ
れ
る
立

場
に
置
か
れ
る
と
い
う
、
逆
説

的
な
現
象
が
生
じ
た
の
だ
。

　

ま
た
、
徴
兵
拒
否
を
選
ん
だ

少
数
の
男
性
も
い
た
が
、
か
れ

ら
は
身
体
面
で
の
自
由
を
求
め

た
が
た
め
に
、
逆
に
身
体
面
で

の
不
自
由
さ
を
引
き
受
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
逆

説
的
な
存
在
を
、
丸
谷
才
一
の

小
説
『
笹
ま
く
ら
』
を
題
材
に

考
察
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
あ
ら

た
め
て
思
わ
れ
る
こ

と
は
、「
非
国
民
」
と

他
称
さ
れ
た
人
々
は
、

つ
ね
に
少
数
の
側
に

あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

少
数
者
の
言
葉
を
、
声
を
、
大

多
数
の
「
国
民
」
な
る
存
在
は
、

果
た
し
て
聞
き
届
け
て
い
た
だ

ろ
う
か
。
文
学
作
品
の
力
と
は
、

そ
れ
ら
少
数
の
側
の
言
葉
を
、

未
来
の
読
者
に
も
可
視
化
さ
せ

る
力
と
思
う
の
で
あ
る
。

少
数
の
側
の
言
葉
を
、未
来
の
読
者
に

　

―
―
「
文
学
の
力
」
を
再
考

を

田中 綾
人文学部教授

た　なか    あや
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２
０
２
０
年
度
「
第
45
回
北
の

住
ま
い
住
宅
設
計
コ
ン
ペ
」（
北
海

道
建
築
士
事
務
所
協
会
主
催
）
が
開

催
さ
れ
、
工
学
部
建
築
学
科
４
年
・

平
田
奈
羅
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。
さ
ら
に
、
大
学
院
工
学
研
究

科
１
年
・
渡
邉
憲
成
さ
ん
と
、
建
築

学
科
４
年
の
岩
谷
蓮
さ
ん
と
飯
ケ
谷

健
さ
ん
の
共
同
作
品
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。
４
人
は
建
築
学
科
・
米
田

研
究
室
に
所
属
し
て
お
り
、
上
位
三

賞
独
占
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

　

今
年
の
課
題
は
「
新
キ
タ
ス
マ
様

式
」。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡

散
で
、
遠
隔
授
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
、
学
校
で
も
職
場
で
も
こ
れ
ま
で

に
な
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
生
活

様
式
を
超
え
、
新
し
い
生
活
環
境
を

想
像
し
た
「
新
キ
タ
ス
マ
様
式
」
の

住
宅
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

　

４
人
に
お
話
を
聞
い
た
。

─
─　

●　

─
─　

●　

─
─

─
─
受
賞
の
感
想
を
。

平
田
「
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

研
究
室
の
み
ん
な
と
い
ろ
ん
な
考
え

を
共
有
し
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ま
さ
か
自
分
が
最
優
秀
賞
を
取

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

渡
邉
「
最
優
秀
賞
を
め
ざ
し
て
い
た

の
で
少
し
悔
し
い
気
持
ち
は
あ
り
ま

す
が
、
一
定
の
評
価
を
得
ら
れ
て
良

か
っ
た
で
す
」

岩
谷
「
締
切
ぎ
り
ぎ
り
に
二
人
で
や

る
こ
と
を
決
め
、
時
間
が
な
い
な
か

で
賞
を
取
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
最

優
秀
賞
が
同
じ
研
究
室
の
人
と
い
う

の
は
、
悔
し
い
け
れ
ど
も
嬉
し
く
も

あ
り
ま
す
」

飯
ケ
谷「
締
切
ギ
リ
ギ
リ
で
し
た
が
、

形
に
な
っ
て
世
に
出
て
評
価
さ
れ
て

嬉
し
い
で
す
」

─
─
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
？

平
田
「
自
分
が
テ
レ
ワ
ー
ク
す
る
な

ら
狭
い
空
間
が
好
き
な
の
で
、
狭
い

空
間
に
北
海
道
の
雄
大
さ
を
取
り
入

れ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
設
計
し
て

い
く
う
ち
に
、
紙
飛
行
機
に
乗
っ
て

作
業
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
こ
と

か
ら
「
か
み
ひ
こ
う
き
の
家
」
と
い

う
名
前
を
つ
け
ま
し
た
」

渡
邉
「
僕
自
身
、
朝
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
時
、
画
面
に
う
つ
る
上
半
身

だ
け
ち
ゃ
ん
と
服
を
き
て
、
下
は
パ

ジ
ャ
マ
と
い
う
こ
と
が
け
っ
こ
う

あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
建
築
に
置
き

変
え
て
み
ま
し
た
。
一
人
の
人
間
が

上
下
二
つ
の
違
う
空
間
の
中
に
い
る

と
い
う
考
え
で
す
」

岩
谷
「
僕
た
ち
は
コ
ロ
ナ
が
終
わ
っ

た
あ
と
も
十
分
な
環
境
の
住
宅
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
、
公
的
領

域
と
個
人
的
領
域
の
中
間
と
な
る
よ

う
な
空
間
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ
で
仕

事
を
す
る
よ
う
に
設
計
し
ま
し
た
」

飯
ケ
谷
「
空
間
の
仕
切
り
は
、
構
造

体
に
も
な
る
大
き
な
本
棚
に
し
ま
し

た
。
知
的
領
域
と
公
的
領
域
を
ゆ
る

や
か
に
温
か
く
つ
な
げ
た
か
っ
た
か

ら
で
す
。
建
築
家
の
山
本
理
顕
氏 

の
『
権
力
の
空
間
／
空
間
の
権
力
』

と
い
う
本
の
な
か
の
ギ
リ
シ
ャ
式
住

居
を
参
考
に
し
ま
し
た
」

渡
邉
「
今
年
の
テ
ー
マ
は
建
築
の
概

念
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
僕

ら
は
考
え
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
普
段
の
授
業
か
ら
抽
象
的
な
設

計
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
」

─
─
今
後
や
り
た
い
こ
と
、
将
来
の

目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
田
「
設
計
で
独
立
し
た
い
で
す
。

小
規
模
な
住
宅
と
か
別
荘
が
自
分
に

あ
っ
て
い
る
と
思
う
」

岩
谷
「
僕
も
、
独
立
し
て
自
分
の
事

務
所
を
持
ち
た
い
で
す
」

飯
ケ
谷
「
技
術
を
磨
い
て
、
人
の
出

入
り
の
多
い
大
き
い
公
共
施
設
を

や
っ
て
み
た

い
で
す
ね
」

渡
邉
「
ま
ず

自
分
の
か
い
た
図
面
が
建
物
に
な
る

経
験
を
し
た
い
。
そ
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
賞
を
と
っ
た
り
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
て
〝
巨
匠
〟
に
な
り
た
い
で
す
」

─
─
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

渡
邉
「
入
賞
す
る
し
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
、作
品
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
。

コ
ン
ペ
な
ど
に
勇
気
を
も
っ
て
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」

平
田
「
私
は
コ
ン
ペ
で
、
プ
レ
ゼ
ン

ボ
ー
ド
の
作
り
方
が
わ
か
り
ま
し

た
。
と
に
か
く
、
た
く
さ
ん
経
験
し

て
く
だ
さ
い
」

岩
谷
「
僕
は
卒
業
設
計
で
公
共
ト
イ

レ
の
設
計
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
か
た
、
僕
と
一
緒
に
考
え
て
設

計
し
て
も
ら
え
る
人
を
募
集
中
で

す
！
」

飯
ケ
谷
「
設
計
課
題
に
は
悩
ん
だ
り

す
ご
く
辛
い
時
間
が
あ
る
け
れ
ど
、

そ
こ
を
投
げ
出
さ
ず
正
面
か
ら
向
き

合
う
こ
と
で
い
い
も
の
が
作
れ
る
と

思
い
ま
す
」

建築学科・米田研究室 上位三賞独占

第45回 北の住まい
住宅 設 計コンペ 最優秀賞と優秀賞受賞

　

も
と
も
と
ア
ニ
メ
が
好
き
で
、

日
本
を
見
て
み
た
か
っ
た
こ
と
か

ら
日
本
へ
留
学
し
た
と
い
う
。
道

内
の
日
本
語
学
校
に
２
年
ほ
ど

通
っ
て
い
た
と
き
に
、
テ
レ
ビ
で

見
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
興
味
を
持
ち
、

生
命
工
学
科
に
入
学
し
た
。

　
「
大
学
の
勉
強
は
難
し
い
で
す

ね
。
こ
こ
は
情
報
系
を
勉
強
し
な

い
と
卒
業
で
き
な
い
で
す
か
ら

（
笑
）」

　

本
学
生
命
工
学
科
は
、
生
物
科

学
と
情
報
工
学
を
二
本
柱
と
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
特
徴
で
、
幅
広

い
知
識
と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
郭
さ
ん
も
慣
れ

な
い
情
報
系
の
授
業
で
奮
闘
し
な

が
ら
も
、
次
第
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

　
「
今
は
情
報
爆
発
の
時
代
。
い
ろ

ん
な
情
報
が
短
時
間
に
飛
び
込
ん

で
く
る
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
使
っ
て
自
分
好
み
の
情
報
を
選

べ
る
よ
う
に
し
て
、
労
力
や
時
間

を
節
約
で
き
る
。
こ
れ
は
私
に
と
っ

て
発
見
で
し
た
。
最
近
は
、
パ
イ

ソ
ン
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
）

を
勉
強
し
て
い
ま
す
」

　

卒
業
研
究
は
髙
橋
考
太
教
授
の

研
究
室
で
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と

ゴ
ル
ジ
体
の
細
胞
内
の
相
関
関
係

を
調
べ
て
い
る
。

　
「
僕
は
ゴ
ル
ジ
体
が
緑
、
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
が
赤
に
光
る
細
胞
を

作
っ
て
、
様
々
な
刺
激
に
対
す
る

こ
れ
ら
の
構
造
の
変
化
に
ど
の
よ

う
な
関
連
性
が
あ
る
か
を
調
べ
て

い
ま
す
」

　

郭
さ
ん
は
２
年
次
の
後
半
に
、

理
化
学
研
究
所
で
行
わ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
。
い
ろ
い

ろ
な
大
学
か
ら
約
26
人
の
学
生
が

集
ま
り
、
３
人
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
課
題
に
取
り
組
み
、
発
表
し

た
。「
毛
細
胞
に
つ
い
て
の
研
究
で

し
た
。
１
週
間
研
究
を
し
て
発
表

し
ま
し
た
が
、
す
ご
く
感
動
し
た

ん
で
す
。
み
ん
な
優
秀
な
人
た
ち

ば
か
り
で
、
刺
激
と
ス
ト
レ
ス
が

す
ご
か
っ
た
（
笑
）」

　

こ
の
経
験
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

大
学
院
進
学
を
決
め
、
現
在
準
備

中
だ
と
い
う
。

　
「
大
学
生
活
の
一
番
の
楽
し
み

は
、
お
互
い
の
考
え
を
ぶ
つ
け
合
っ

て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出

す
こ
と
。
人
と
の
交
流
で
す
ね
」

　

そ
も
そ
も
北
海
道
を
選
ん
だ
理

由
は
「
雪
を
見
た
か
っ
た
か
ら
」。

札
幌
の
生
活
に
も
慣
れ
た
今
「
冬

は
け
っ
こ
う
大
変
で
す
。
最
初
は

感
動
し
た
雪
も
、
あ
ぁ
ま
た
雪
だ
ー

と
な
る
（
笑
）」。
す
っ
か
り
〝
北

海
道
人
〟
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

アニメから細胞へ─日本でつきない好奇心

工学部生命工学科４年

  郭
グ オ

 宗
ゾ ン ミ ン

明私の学び

工学部建築学科4年

平
ひら

田
た

  奈
な ら

羅
（米田研究室）

優秀賞（共同作品） 優秀賞最優秀賞
工学研究科修士課程1年

渡
わたなべ

邉  憲
けんせい

成
（米田研究室）

工学部建築学科4年

飯
いい

ケ
が

谷
や

  健
けん

（米田研究室）

工学部建築学科4年

岩
いわ

谷
や

   蓮
れん

（米田研究室）

最優秀賞作品「かみひこうきの家」平田奈羅

優秀賞作品「下はパジャマのままで」渡邉憲成 優秀賞作品「垣間見あう、都市と住まい」岩谷蓮・飯ケ谷健（共同作品）

仲
間
と
切
磋
琢
磨  

課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
う

受賞作品は大学 HPから
もご覧いただけます。
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２
０
２
０
年
度
法
学
部

グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

（English-O
nly Cam

p

）

を
９
月
８
日
～
11
日
に
実
施
し

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
ニ

セ
コ
で
の
開
催
を
断
念
し
、
豊

平
キ
ャ
ン
パ
ス
８
号
館
と
豊
平

公
園
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ 

利
用
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
で
実
施
し
、
大
学
か

ら
示
さ
れ
た
感
染
防
止
の
指
針

に
従
い
無
事
終
了
し
た
。

　

履
修
者
は
７
名
で
、
下
記
の

講
師
陣
が
担
当
し
た
。

〈担当講師〉
1） Yara Eddine 先生
 （英語授業（Zoom）、Breakfast on Zoom、 

Night Fun Time on Zoom）
2） Daisuke Kondo 先生
 （Photography Workshop、英語プレゼン審査員）
3） Jack Woods & Shannon Dann さん
 （EdVenture、豊平公園で野外活動指導）
4） Michael Burns さん
 （ニセコ町役場国際交流員、ニセコ講義）

グローバルセミナーⅠ
English-Only Camp

2020年度	法学部プログラム英語漬けの 4日間  実践的に学ぶ

　

経
済
学
部
で
は
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
系
科
目
「
地
域
協
働

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
開
講

し
、
地
域
活
性
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
学
生
が
地
域
の

方
々
と
協
働
し
て
取
り
組
ん
だ

活
動
の
成
果
と
し
て
、
小
冊
子

『
学
生
が
み
た　

移
り
変
わ
る
天

売
島
』
と
『
学
生
の
天
売
島
観

光
ガ
イ
ド　

て
う
り
た
び
』
を

発
行
し
た
。

　

11
月
１
日
、
北
海
道
日
中
友

好
協
会
主
催
「
全
日
本
中
国
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
北
海
道
大

会
」
が
札
幌
市
内
の
か
で
る
２
・

７
で
開
催
さ
れ
、
人
文
学
部
４

年
・
齊
藤
し
ほ
さ
ん
が
【
暗
誦

の
部
】
で
見
事
優
勝
、
人
文
学

部
２
年
・
高
野
風
音
さ
ん
が
【
弁

論
の
部
】
で
三
位
を
受
賞
し
た
。

●　
　

●　
　

●

▼
受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト

　

私
が
中
国
語
を
し
っ
か
り
学

び
始
め
た
の
は
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
中
国

語
は
声
調
と
発
音
が
と
て
も
難

し
く
、
発
音
に
つ
い
て
は
、
ア

　

豊
平
校
舎
の
図
書
館
・
国
際
会
議
場
建
物
１
階
玄
関
口
（
２
カ

所
）
と
図
書
館
入
口
に
自
動
ド
ア
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、32
番
・

33
番
・
41
番
・
42
番
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
。

経済学部

　

本
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

は
10
月
５
日
、
函
館
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
北
海

道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
に
出
場
し
、
５

勝
０
敗
と
い
う
好
成
績
で

優
勝
し
た
。
ま
た
、
最
優

秀
選
手
に
本
学
か
ら
坊
野

泰
生
さ
ん
（
法
学
部
政
治

学
科
４
年
）、
優
秀
選
手
に

吉
原
竜
健
さ
ん
（
経
営
学

部
経
営
情
報
学
科
４
年
）

と
千
葉
智
之
さ
ん
（
経
営

学
部
経
営
学
科
４
年
）
が

選
ば
れ
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
12
月
２
日

か
ら
６
日
ま
で
、
岡
山

で
開
催
さ
れ
る
日
本
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
に
出
場
す
る
。

　

最
優
秀
選
手
に
選
ば

れ
た
坊
野
さ
ん
に
お
話

を
聞
い
た
。

─
─
優
勝
し
た
感
想

は
？

「
４
年
間
、
頑
張
っ
て
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
よ
う
や
く

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」

─
─
試
行
錯
誤
と
は
？

「
土
日
は
指
導
者
が
つ
い

て
く
れ
ま
す
が
、
平
日
は

自
分
た
ち
で
考
え
て
練
習

し
ま
す
。
部
員
は
高
校
か

ら
の
経
験
者
が
多
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
を
も
と
に

自
分
た
ち
の
練
習
方
法
を

見
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

平
日
は
授
業
と
重
な
っ
た

り
し
て
全
員
揃
う
こ
と
が

少
い
中
、
一
人
一
人
が
自

分
の
課
題
を
克
服
で
き
た

の
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

─
─
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
激

し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
ね
。

「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
空
中

の
格
闘
技
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、〝
走
る
、
跳
ぶ
、
投

げ
る
〟
の
バ
ラ
ン
ス
が
重

要
な
ん
で
す
」

─
─
チ
ー
ム
の
魅
力
は
？

「
み
ん
な
個
性
的
で
面
白

い
で
す
。
そ
し
て
、
み
ん

な
い
き
い
き
プ
レ
ー
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
い
い
。
未

経
験
者
も
大
歓
迎

で
す
」

─
─
全
国
大
会
に

向
け
て
抱
負
を
。

「
今
ま
で
以
上
に

準
備
を
し
っ
か
り

し
て
、
一
勝
を
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
」

ハンドボール部 全道大会優勝

地
域
協
働
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

「
学
生
の
天
売
島
観
光
ガ
イ
ド
」発
行

中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
北
海
道
大
会

人
文
学
部
生
２
人
が 

優
勝
と
３
位

図書館・国際会議場  旭町・水車町側玄関

図書館入口

図書館・国際会議場  4号館側玄関

エアコンが設置された32番教室

　
　

　
　

　

　

今
年
度
か
ら
北
海
学
園
大
学
に
導

入
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
「
グ

ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
」
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
４
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
英
語
を
使
用
す
る
に
お

い
て
必
要
不
可
欠
な
リ
ス
ニ
ン
グ
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、

そ
し
て
特
に
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
能
力

を
著
し
く
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
前

は
、
こ
の
４
つ
の
能
力
の
中
で
も
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
が
他
よ
り
劣
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
克
服
し
た
い
と
思
い
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

紙
面
な
ど
で
表
現
が
容
易
な
英
文

で
さ
え
も
、
す
ぐ
さ
ま
頭
の
中
で
考

え
そ
れ
を
口
で
発
す
る
と
な
る
と
意

外
と
困
難
で
、
セ
ミ
ナ
ー
の
序
盤
は

か
な
り
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
参
加
し
た
友
人
や
外
国

人
の
方
々
と
の
実
践
を
多
く
重
ね
る

こ
と
で
、
最
終
日
に
は
自
信
を
も
っ

て
英
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
平
公
園
内
で
は
「
ス
カ

ベ
ン
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ

た
、
英
語
で
書
か
れ
た
問
い
に
対
す

る
答
え
を
公
園
内
か
ら
見
つ
け
る
と

い
う
、
楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
学
べ

る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー
は
開

催
さ
れ
る
場
所
に
関
係
な
く
、
英
語

を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
可
能

で
す
の
で
、
英
語
が
得
意
な
方
も
苦

手
な
方
も
十
分
に
満
足
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
英
語
を
実
際
に
使
っ
て
み

た
い
、
英
語
の
力
を
伸
ば
し
た
い
と

少
し
で
も
思
っ
た
ら
、
こ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
セ
ミ
ナ
ー
に
絶
対
に
参
加
し
た

方
が
い
い
で
す
！

楽
し
み
な
が
ら
英
語
力
ア
ッ
プ
！

法
学
部
１
年

　

上う
え

田だ 

健け
ん

世せ
い

参加
学生

8:30

9:15

9:45
10:00

10:40
11:00

11:40
12:00

12:30

13:30

13:00

15:00

14:00

15:30

16:00

16:30

17:00

20:00

20:30

Breakfast on Zoom
Session 1

Day 1  9/8（火）SCHEDULE Day 2  9/9（水）
At home or in Classroom
Prepare own meal

Session 2 Orientation

Session 3 Listening to ABC, BBC 
・iPad

Session 4 Reading Newspaper
・iPad

Break

Break

Break

Lunch On your own

Day 1 Activity

Scavenger Hunt

Break

Lecture 
on Niseko Town 
Office on Zoom

https://www.town.niseko.lg.jp/
international/cir_e/

Lecture Q&A

Session 5 Today's Feedback

Night Session 6 Song,Talk, and  Reading, Game

 An introduction to Niseko 
(what/where/who) The aim of 
this is to give the students an 
idea of what Niseko has to offer.
 Followed by a scavenger hunt 
around Toyohira Park

Taking photos in Toyohira Park
 Think about nature, Design 
your image, Show & Tell about 
your photo, explain what is 
behind the photo.

Breakfast on Zoom
Session 7

At home or in Classroom
Prepare own meal

Session 8

Session 9 Reading Newspaper
・iPad

Listening to ABC, BBC 
・iPad

Session 10 Talking about today's topic
・iPad

Break

Break

Break

Break

Lunch On your own

・iPad
Photography 
Workshop
Nature of Niseko

EdVenture 
Activities

Night Session 11 Song,Talk, and  Reading, Game

Day 3  9/10（木）
Breakfast on Zoom
Session 12

At home or in Classroom
Prepare own meal

Session 13

Session 14 Reading Newspaper
・iPad

Listening to ABC, BBC 
・iPad

Session 15 Talking about today's topic
・iPad

Break

Break

Break

Break

Lunch On your own

How to prepare for  a presentation

Presentation Skills

How to create PPT slides
Presentation Topic
Presentation Outline

Sessions 16-20

Lethbridge 
information

Lethbridge 
information

Night Session 21 Song,Talk, and  Reading, Game、
Niseko Night View Live

Day 4  9/11（金）
Breakfast on Zoom
Session 22

At home or in Classroom
Prepare own meal

Session 23

Session 24 Reading Newspaper
・iPad

Listening to ABC, BBC 
・iPad

Session 25 Talking about today's topic
・iPad

Break

Break

Break

Break

Lunch On your own

Assessment
Presentation 1

Presentation 2

Presentation 3

Presentation 4

Session 26 Comments & Feedback

Wrap Up

Closing Session

　

ま
た
、
毎
年
夏
休
み
に
ゼ
ミ

単
位
で
行
わ
れ
る
体
験
型
科
目

「
地
域
研
修
」
の
２
０
０
５
年
以

降
に
訪
れ
た
す
べ
て
の
場
所
を

マ
ッ
プ
化
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。

　

経
済
学
部
の

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
成
果

を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ル
バ
イ
ト
中
も
ぶ
つ
ぶ
つ
話
し

な
が
ら
働
く
く
ら
い
頑
張
っ
て

き
た
つ
も
り
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
参
加
を
決
め
て

か
ら
一
か
月
弱
、
楊
先
生
と
大

谷
先
生
に
何
度
も
ご
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
暗
誦
の
部
で
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
も
っ
と
上
の
レ
ベ
ル
を
目

【
暗
誦
の
部
】
優
勝

   

人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
４
年

齊さ
い
と
う藤 

し
ほ

指
し
て
、
中
国
語
学
習
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●

　

今
回
、
受
賞
し
た
高
野
風
音

で
す
。
私
の
中
国
語
学
習
期
間

は
た
っ
た
一
年
半
で
す
が
、
何

か
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
に

は
、
留
学
経
験
者
や
中
国
語
専

攻
の
学
生
が
お
り
、
聞
い
て
い

る
だ
け
で
勉
強
に
な
る
大
会
で
、

中
国
語
に
対
す
る
学
習
意
欲
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
由
な
時
間
が
多
い

大
学
生
活
で
努
力
す
れ
ば
何
事

も
成
せ
る
こ
と
を
学
び
、
大
学

生
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
毎
週
練
習
に
付
き
合
っ

て
く
だ
さ
っ
た
教
授
、
先
輩
方

に
感
謝
し
ま
す
。

【
弁
論
の
部
】
三
位

   

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
２
年

高た
か

野の 

風か
ざ

音ね

地域協働
フィールドワーク

成果物

2005年以降の
地域研修場所

マップ
人文学部 4 年・齊藤しほさん（右）と
人文学部 2 年・高野風音さん

地域協働フィールドワークでまとめた小冊子
『学生がみた　移り変わる天売島』

地域研修で 2005 年以降に訪れた場所をマップ化

図
書
館
・
国
際
会
議
場
入
り
口
に
自
動
ド
ア

32･

33･

41･

42
番
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
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2/25（木）

2 / 9 （火）

2/10 （水）

2/10 （水）

2/11（木）

2/11（木） 1/16（土）
1/17（日）

本学での
個別学力
試験は行
いません

2/12（金）

2/12（金）

2 / 9 （火）

2/10 （水）

2/11（木）

2 / 9 （火）

2/10 （水）

2/11（木）

2/25（木）1/ 4（月）～1/27（水）

出願期間試験日
学  部 学  科

経営学部

人文学部

工 学 部

経 営 学 科

経営情報学科

日本文化学科

英米文化学科

社会環境
工 学 科

建 築 学 科

電子情報工学科

生 命 工 学 科

（法律学科・政治学科）
法 学 部

社会環境
コ ー ス
環境情報
コ ー ス

合格発表
一般選抜 共通テスト

利用選抜一般選抜 共通テスト
利用選抜

共通テスト
利用選抜

一般選抜 共通テスト
利用選抜

一般選抜と大学入学共通テスト利用選抜

【郵送受付】

消印有効

1/ 4（月）～1/28（木）
【窓口受付】

午後4時締切

1/ 4（月）～2/1（月）
【郵送受付】

消印有効

1/ 4（月）～2/2（火）
【窓口受付】

午後4時締切

2/13 （土）～3/ 6（土）
【郵送受付】

消印有効

2/13 （土）～3/8（月）
【窓口受付】

午後 4 時締切

＊

（経済学科・地域経済学科）
経済学部＊

3/18（木）

※経済学部・法学部は｢学部｣単位での募集とし、学科は1年次末に決定します。

2/27（土） 3/16（火）

学　部 学　　科

経営学部１部
経済学部 2 部

経営学部 2 部
経 営 学 科 ・ 経営情報学科
経 済 学 科 ・ 地域経済学科

経 営 学 科

口頭試問方式
小論文方式

法律学科・政治学科法 学 部 2 部

出願期間試験日 合格発表
特別選抜（社会人Ⅱ期）

2/13（土）～2/20（土）消印有効
【郵送受付】

2/13（土）～2/22（月）午後4時締切
【窓口受付】

＊

＊

一般選抜・大学入学共通テスト利用選抜・特別選抜（社会人Ⅱ期）令和3年度 選抜日程
※詳細は募集要項でご確認ください。URL https://www.hgu.jp/

Ⅰ　期

経済学部２部
人文学部２部を除く

全学部で実施。

Ⅱ　期

１部の全学部と
人文学部２部で実施。

Ⅰ　期

Ⅱ　期

　

９
月
27
日
（
日
）、
本
学
で
は
初
め
て
の

試
み
と
な
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
ラ
イ
ブ
配
信
で
、
北
海
学
園
大
学

広
報
サ
ー
ク
ル
「
ぴ
あ
る
」
等
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
、
バ
ー
チ
ャ
ル
大
学
ツ
ア
ー
、
入
試

課
職
員
に
よ
る
大
学
説
明
会
、
入
学
者
選
抜

制
度
説
明
会
、進
学
費
用
に
つ
い
て
の
説
明
、

事
前
収
録
し
た
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
長
に
よ
る
本
学
の
就
職
支
援
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
締
め
く
く
り
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
企
画
と
し
て
、Ｈ
Ｔ
Ｂ「
水
曜
ど
う
で
し
ょ

う
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
鈴
井
貴
之

氏
、
藤
村
忠
寿
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
事
前

収
録
）
を
配
信
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
ラ
イ
ブ
配
信
の
模
様
や
、
同
時
に

配
信
を
開
始
し
た
学
部
・
学
科
説
明
動
画
な

ど
は
受
験
生
サ
イ
ト
か
ら
視
聴
出
来
ま
す
。

お
時
間
が
あ
る
際
に
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。　

ＷＥＢオープンキャンパス
入試 INFORMATION

時間帯 コンテンツ 最高視聴者数＊

11：10 ～ 11：30 キャンパスライフトークセション 946
11：30 ～ 12：05 大学説明会 999
12：05 ～ 12：40 入学者選抜制度説明会 855
13：00 ～ 13：15 バーチャル大学ツアー 690
13：15 ～ 13：30 親子企画「就職支援」編 686
13：30 ～ 13：50 親子企画「進学費用」編 639
14：10 ～ 14：50 水曜どうでしょうコラボ 1,570

WEB オープンキャンパス YouTube ライブ視聴数

＊各時間帯の最も視聴者が多かった数

　本学では 1 〜 3 年生を対象にアセスメントテスト GPS-Academic を
実施しています。GPS-Academic とは社会から強く求められる「問題
を解決する能力」について「批判的思考力」「協働的思考力」「創造
的思考力」の 3 つ視点で測定するテストです。設問は、多面的な分
析ができるよう「客観評価」「主観評価」「学生意識アンケート」で
構成され、最終的な分析結果は学生一人ひとりに「個人結果レポート」
として返却されます。今年は 1 年生 1,775 名、2 年生 1,570 名、3 年
生は 1,623 名が受検しました。
　GSP-Academic は大学の学びが自身の成長にどのように繋がってい
るのかを知る良い機会となり、さらには学生のキャリア形成に繋が
るきっかけにもなります。北海学園大学は今後もこのようなアセスメ
ントを通して学生支援に取り組んでいきます。

　

10
月
22
日
か
ら
１
年
間
、
本

学
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
（
中
央

バ
ス
）
が
走
り
ま
す
。
主
な
ル
ー

ト
は
、
札
幌
駅
（
東
急
前
）
→

す
す
き
の
（
西
２
丁
目
）
→
36

号
線
→
北
広
島
、
福
住
駅
・
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
前
な
ど
も
通
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

アセスメントテストGPS-Academicを実施

北
海
学
園
大
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
運
行

受験生サイト「hgu_ROOMS」から視聴できます！
　

法
学
部
・
館
田
晶
子
教
授
の

２
０
２
０
年
度
ゼ
ミ
（
１
学
期
集

中
）
で
は
「
映
画
で
学
ぶ
人
権
」

を
テ
ー
マ
に
、
主
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
重
ね
、
歴
史
や
日
常
の
中
の
人

権
や
民
主
主
義
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
き
た
。

　

そ
し
て
ゼ
ミ
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
元
に

映
画
評
論
集
「
映
画
で
学
ぶ
人
権
」

を
発
行
。
巻
末
に
は
、
ゼ
ミ
生
と

館
田
教
授
の
オ
ス
ス
メ
の
映
画
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

週
末
や
年
末
年
始
の
お
休
み
に
、

評
論
を
よ
み
な
が
ら
映
画
鑑
賞
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

学
校
法
人
北
海
学
園
主
催
に

よ
る
令
和
２
年
度
浅
羽
祭
が
10

月
22
日
、
本
学
４
号
館
第
３
会

議
室
に
お
い
て
厳
粛
に
執
り
行

わ
れ
た
。
浅
羽
祭
は
、
北
海
学

園
創
立
功
労
者
で
あ
る
浅
羽
靖

先
生
（
１
８
５
４
～
１
９
１
４
）

の
ご
命
日
に
行
わ
れ
る
慰
霊
祭
。

毎
年
、
浅
羽
先
生
を
は
じ
め
物

故
さ
れ
た
歴
代
の
理
事
長
、
学

長
、
校
長
、
さ
ら
に
、
こ
の
１

年
間
に
逝
去
さ
れ
た
教
職
員
及

び
学
生
・
生
徒
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度

浅あ

さ

羽ば

祭
挙
行

出席したご遺族および関係者

職員の説明を受けながら図書館の仕事を体験

　

10
月
28
日
・
29
日
の
両
日
、
北

海
道
札
幌
視
覚
支
援
学
校
高
等

部
の
３
年
生
が
来
学
し
、
附
属

図
書
館
で
職
業
体
験
を
行
っ
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
大

学
図
書
館
の
役
割
や
仕
事
内
容

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
カ
ウ
ン
タ
ー
で
文
献

複
写
・
相
互
貸
借
や
参
考
調
査
、

図
書
館
事
務
室
で
図
書
の
発
注

や
装
備
作
業
、
サ
ー
ビ
ス
・
カ

ウ
ン
タ
ー
と
閲
覧
室
で
は
図
書

の
貸
出
・
返
却
や
配
本
な
ど
を

体
験
し
た
。

 

札
幌
視
覚
支
援
学
校
生

図
書
館
で
職
業
体
験

映画評論集 発刊
テーマ「映画で学ぶ人権」

2020年度 法学部 館田晶子ゼミ

　

11
月
29
日
（
日
）、
２
０
２
１

年
度
の
特
別
選
抜
が
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
通
常
の
対
面
式
で
は
な
く

電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
て

の
口
頭
試
問
等
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
る
（
11
月
20
日
時
点
）。

　

出
願
者
数
は
１
部
４
４
９
名
、

２
部
２
３
２
名
の
合
計
６
８
１

名
で
、
前
年
と
比
べ
て
僅
か
な

が
ら
増
加
し
た
。

２
０
２
１
年
度

特
別
入
試
速
報

入試
年度 1 部計 2 部計 合計 前年度比

平成
31 年度 425 171 596 104.9%
2020
年度 451 225 676 113.4%
2021
年度 449 232 681 101%

特別入試出願状況
（推薦、社会人、留学生他）

※
各
動
画
の
公
開
は
予
告
な
く
終
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

映画評論集	映画タイトル／執筆者（監＝監督、制作年・国）

「未来を花束にして」　政治学科 3 年　澤田 功雅 
 （監：サラ・ガヴロン、2015 イギリス）

「ビリーブ 未来への大逆転」　政治学科 3 年　武田 千乃
 （監：ミミ・レダー、2018 アメリカ）

「ピータールー  マンチェスターの悲劇」　政治学科 3 年　佐藤 辰洋
 （監：マイク・リー、2018 イギリス）

「マルクス・エンゲルス」　法律学科 3 年　堀口 亮太
 （監：ラウル・ペック、2017 ドイツ・ベルギー・フランス）

「こんな夜更けにバナナかよ」　法律学科 3 年　森 康貴
 （監：前田哲、2018 日本）

「最強のふたり」　法律学科 3 年　石本 麟太郎
 （監：エリック・トレダノ、オリヴィエ・ナカシュ、2011 フランス）

「私はあなたのニグロではない」　政治学科 3 年　淺利 健登
 （監：ラウル・ペック、2018 アメリカ）

「ドリーム」　法律学科 2 年　加藤 菜緒
 （監：セオドア・メルフィ、2016 アメリカ）

「月はどっちに出ている」　法律学科 2 年　Ｙ, Ｋ.
 （監：崔洋一、1993 日本）

「パッチギ！」　法律学科 2 年　森野 紗弥
 （監：井筒和幸、2005 日本）

「ターミナル」　政治学科 3 年　村上 敬太
 （監：スティーブン・スピルバーグ、2004 アメリカ）

「光州 5・18」（原題：華麗なる休暇）　法律学科 2 年　渡辺 辰晃
 （監：キム・ジフン、2007 韓国）

「タクシー運転手  約束は海を越えて」　法律学科 2 年　佐伯 駿
 （監：チャン・フン、2017 韓国）

「1987、ある闘いの真実」　法律学科 2 年　高橋 奎介
 （監：チャン・ジュナン、2017 韓国）

「笑の大学」　法律学科 3 年　小林 希大
 （監：星 護、2004 日本）

「バーバー吉野」　法律学科 2 年　林 久令杏
 （監：萩上直子、2004 日本）

評論内容は大学
HP からもご覧
いただけます。


